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あなたは戦争が始まるのを待っているのですか？
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全員がシンプルに登場。

【ＯＰ１】

非戦を選ぶ演劇人の会によるピースリーディング「あなたは戦争が始まるのを待って

いるのですか？」

【ＯＰ２】

このリーディングは、非戦を選ぶ演劇人の会が選んだ、この十二年間の世界と日本の

事実を、ほぼ順を追って並べたものです。

【ＯＰ３】

二〇一四年の今、私たち非戦を選ぶ演劇人の会は、自分たちに問いかけています。

【ＯＰ３-２】

確かめています。
【ＯＰ３-３】

責めています。

【ＯＰ４】

二〇〇三年の立ち上げから今日まで、日本が、集団的自衛権を閣議決定されてしまう

状態になるまでに、見過ごしてしまったこと、やってこなかったこと、できなかった

ことを。

【ＯＰ５】

このリーディングには、予め向かうべきドラマもコンセプトもありません。

【ＯＰ５-１】

私たちは何を見てきたのか。

【ＯＰ５-２】

私たちは何をしてきたのか。

【ＯＰ５-３】

私たちは何ができなかったのか。

【ＯＰ５-４】

私たちは何を許してしまったのか。

【ＯＰ６】

ただ事実として並べられた、私たちが生きて関わっているこの十二年間の出来事の中

から、私たち自身が答を見つけなければならないからです。

【ＯＰ７】

二〇〇三年からの歴史が、私たちに投げかけている問いに。

【ＯＰ７-１】

あなたは。

【ＯＰ７-２】

あなたは。

【ＯＰ７-３】

あなたは。

【ＯＰ７-４】

戦争。

【ＯＰ７-５】

戦争。

【ＯＰ７-６】

戦争が。

【ＯＰ７-７】

戦争が始まるのを待っているのですか？

【ＯＰ７-８】

戦争が始まるのを待っているのですか？

【スクリーン一　　】

二〇〇三年　イラク攻撃

【NO.１】

二〇〇三年一月。国連の監視検証査察委員会と国際原子力機構は、国連安全保障理事会に、
イラクの大量破壊兵器に関する中間報告を行った。大量破壊兵器の決定的な証拠は発見さ
れていないものの、イラク側の報告には「非常に多くの疑問点」がある。

【NO.２】

化学兵器搭載可能なミサイル十四基の存在が不明であり、生物兵器・化学兵器廃棄情報が
確認されないなど、イラク側の申告には虚偽がある。

【NO.３】

この報告を受け、アメリカとイギリスは、イラクが安保理決議一四四一に違反したも

のとして攻撃の準備を始めた。

【NO.４】

二月六日、元国連大量破壊兵器廃棄特別委員会主任査察官スコット・リッター。

【NO５】（リッター）

炭疽菌については、九十六年に国連の査察で完全に破壊した。イラクの設備は古くレベル
も低いため、あらたに大量破壊兵器を持つことは極めて難しい。

【NO.８】

二月十四日、日本の演劇人たちが、「イラク攻撃と有事法制に反対する演劇人の会」を立
ち上げた。

【NO.９】

よびかけ文

【NO.10】

現在、世界情勢はアメリカの「イラク攻撃」を前に、緊張を増しています。

【NO.11】

ブッシュ米大統領は、国連安保理決議を待たず、単独行動も辞さない覚悟であること

を表明し、また、日本政府は、アメリカ支持の立場を打ち出しました。

【NO.12】

フランス・ドイツをはじめ、多くの国々、多くの人々がこの攻撃に強い反対の意思を

表明しているにもかかわらず、アメリカ政府は着々と「イラク攻撃」の準備を進め、

すでに攻撃開始は秒読み段階に入ったとさえ言われています。

【NO.13Ａ】

この危機にあたり、平和を願う演劇人として、有志を募り、「イラク攻撃」に反対す

る行動を起こし、演劇人の立場から広く社会に呼びかけようという声が上がりました。

【NO.13Ｂ】

同時に、基本的人権を考慮しない、防衛出動を優先させる戦争協力法案である「有事法
制」についても、強く反対の立場を表明します。

【NO.14】

対話によって成立する演劇は、武力攻撃による外交手段に反対します。

【NO.15】

人間を中心に据えた演劇は、人権を軽視する法案に反対します。

【NO.16】
演劇は、戦争に反対します。

【NO 17】

会の立ち上げからリーディングまでわずか二週間。

【NO 18】

賛同者は最終的には二百五十人になった。

【NO 22】

二月十五日、ロンドンの反戦ネットワーク「STOP 戦争連合」の呼びかけにこたえ、世

界六百都市以上で一千万人以上の人々が、イラク攻撃に反対し抗議行動を行った。

【NO.23】

東京・渋谷でも、五千人がピースパレードに参加。

【NO.24】

二月二十八日、イラク攻撃と有事法制に反対する演劇人の会、最初のリーディングと集会。

【NO 19】

空いてるホールを探すゆとりはなく、紀伊國屋ホールで上演中の劇団と劇場にお願いし、
昼公演終了後の舞台をお借りした。

【NO 27】

世界の演劇人への呼びかけ。

【NO.25】

私たちは、「９・１１」に強い衝撃を受けました。

【NO.26】

あのテロは、次の事実を私たちに教えてくれました。

【NO.28】

アメリカの三千億ドルという途方もない軍事予算は、アメリカに安全をもたらさなか

った。世界中に設けられたアメリカの軍事基地、あらゆる海に配置された艦隊はアメ

リカに安全をもたらさなかった。

【NO.29】

三百キロの多方向から同時に二百個のミサイルをキャッチするレーダーと、十二個以上の
目標を攻撃できる、射程百キロを超す迎撃ミサイルも、素手のテロリストにはなんの効果
もなかった。

【NO.30】

私たちは当初、ブッシュ大統領に「イラク攻撃は非人道的であるばかりではなく、ア

メリカの国益をも損なう」と手紙を送ろうと考えました。

しかし考えてみれば、アメリカ政府はそんなことはすでに知っているのです。

【NO.31】

世界最強の軍備を持つ国アメリカの暴走を止めることができるのは、最強の国で選挙

権を持つアメリカの人々です。

私たちはそのアメリカで「冷静になってくれ」と孤軍奮闘している人々に、外側から

エールを送りたいと思います。

【NO.32】

マクベスを批判しつつ、マクベスを愛することができる私たち演劇人は、それぞれの

国の政府と国民に向かって「イラク問題の武力によらぬ解決」を求める声を上げるよ

う、ねばり強く呼びかけていこうではありませんか。

【NO.33】

「小泉純一郎首相への手紙」。

【NO.34】

今から六十数年前、日本の若者たちは、欧米の侵略からアジアを守るというスロー

ガンを信じて戦い、日本は世界の孤児となりました。

その戦争に敗れた日本は、アジアの国々に謝って、「国際紛争を武力では解決しない」

と世界に約束しました。

しかしあなたは今、アジア・中東を攻撃する米英を支持しています。そんな日本を、

アジアの人々はどう考えるでしょう。

【NO.35】

一昨年、アメリカの経済力の象徴である世界貿易センターが自爆テロによって崩壊したと
き、アジア・中東の人々が狂喜乱舞する映像をテレビは報じていました。かつてアメリカ
が広島・長崎に原爆を落としたニュースを聞いた時、アジアの人々が「よくやってくれ
た」と、嬉し泣きをしたという事実があります。私たち日本がどれほどアジアの人々に憎
まれていたのか、そして今、アメリカがどれほど多くの人々から憎まれているかを、私た
ちは知ることになったのです。

【NO.36】

日本がアメリカの友好国なら、その憎しみの結果であるテロは、けっして武力では抑

えられないということをブッシュ大統領に教えることが、先の戦争に倒れた日本の兵

士たちへのあなたのなすべき償いだと私たちは考えます。

【NO.37】

私たちは知っています。地雷だらけのカンボジアでボランティアを続けている日本人

たち、アフガニスタンで井戸を掘り続けている日本人たちが、いかに現地の人々から

信頼されているかを。あなたの「ブッシュ支持」のたった一言で、ボランティアの人々

が数十年にわたって築いてきた日本人像が、こなごなに崩れました。

【NO.38】

私たちは今、アメリカの戦争を支持する小泉政権を批判し、不支持の行動を全国的に

展開することを宣言します。

アメリカの攻撃を支持するアジア唯一の国になって、ふたたびアジアの人々に憎まれ

る日本には、なってはならないと思います。

私たち「歴史の記憶を語り続ける責務を持った」演劇人は、爆弾を落とす側でなく、

爆弾の下に住む人々と共にあり続けることを、今日、表明いたします。

【NO.39】

有事関連三法案への反対アピール。

【NO.40】

私たち演劇人は、対話によって成立する演劇が持つ力を信じています。外交努力とは、

まず、平和を願い、平和に近づくためにどれだけ説得力ある言葉を生み出すことが出

来るかにかかっています。日本の外交政策において、この「説得力ある言葉を生み出

す努力」が、いかにかえりみられてこなかったか、深く反省こそすれ、それが無視さ

れる状況は、決して許すわけにはいきません。

　

【NO.41】

今回のイラク攻撃支持に至る政府・与党の対応を見るにつけ、国民の言葉が一切無視され
た状況を見るにつけ、有事関連三法を成立させるわけにはいきません。なぜなら、この法
案が成立するということは、国民から政府へ白紙委任を渡すことに等しいからです。

　

【NO.42】

私たちは国の主権者として、自分の生命や、この国の将来について、自分で決められ

る権利があることを、今、もう一度、確認したいと思います。

【NO.43】

国の一方的な定義で、戦争に巻き込まれ、知らないうちに、戦争に加担し加害者にさせら
れるような状況をまねかないよう、そうした状況を準備する一切の法案に反対します。

【NO.44】

世界的な経済悪化の状況で望まれるのは、戦争という大量殺人ではなく、国境と人権

を超えた共存の世界観です。武力による解決を強い意思で放棄したまま、世界中の大

量破壊兵器の廃棄と、環境資源の保存を率先して進めていくことこそが、戦争による

世界最初の原爆被爆国である日本の責務ではないでしょうか。

【NO.45】

私たちは戦争と、それを可能にする法案すべてに反対します。

【NO.46】

このリーディングで発表された「世界の演劇人に対する呼びかけ」への署名は千六百八十
七名になり、英訳され、世界各国の演劇団体に送られた。

【NO.47】

「小泉純一郎首相への手紙」の署名数は千四百二十八名となり、三月十九日、首相官

邸に提出された。「有事関連三法案への反対アピール」は九百八十七名、四月十三日、衆
参両院議長あてに出された。

【NO.48】

三月七日、国連監視検証査察委員会による二度目の中間報告を受け、アメリカは攻撃に関
する決議採択を行おうとしたが、フランスが反対。査察期限の延長を求めた。

【NO.49】

このとき日本は、態度が曖昧だった非常任理事国六か国に対し、攻撃に関する決議賛

成にまわるよう根回しを行った！

【NO.50】

うぁ！

【NO.51】

しかし根回しに失敗。

【NO.52】

結局、フランスが拒否権を行使することなく決議は否決される見込みとなり、アメリカと
イギリスは、国連決議なしでの攻撃に踏み切ることを決める。

【NO.52-２】

それは「やむを得ぬ例外」とはならなかった。「国連」というものが存在したことを世界
じゅうの人たちが忘れていくはじまりとなった。

【NO.53】

三月十六日、「イラク攻撃と有事法制に反対する演劇人の会」の実行委員が梅ヶ丘ＢＯＸ
に集合。話題の中心はすぐに「次の行動」に向かった。英米軍の攻撃はその翌週にも始ま
りそうな気配で、緊急を要していた。

【NO.54】

三月十七日、米軍は先制攻撃となる空爆を行う。

【NO.55】

この先制攻撃の第一撃は、横須賀基地配備の巡洋艦カウペンスからのトマホークだった。

【NO.56】

その夜、ブッシュ大統領はテレビ演説を行い、四十八時間以内にサッダーム・フセイン大
統領とその家族がイラク国外に退去するよう命じ、全面攻撃のための最後通牒を行った。

【NO.58】

フセイン大統領は、自国に向けた演説では徹底抗戦を主張していたが、三通の書簡をブッ
シュ大統領に送った。

【NO.58-１】

「アメリカ政府が政権交代を求めなければ、あらゆる要求に完全に協力する用意がある」。

【NO.59】

アメリカはフセインからの書簡を全て受取り拒否した。

【NO.60】

そして日本時間三月二十日午前十一時四十五分、アメリカはイギリスなどの同盟国ととも
に、バグダッドへの攻撃を開始。

【NO.61】

名づけて「イラクの自由作戦」。

【NO.62】

バグダッド市民を「誤爆」し殺害したミサイルを搭載していたのは、横須賀基地を母港と
する空母キティホークの艦載機。

【NO.62-２】

クラスター爆弾による攻撃。

【NO.63】

三月二十七日、米軍の準機関紙『星条旗』より。

【NO.64】
横須賀基地より出航。ミサイル巡洋艦カウペンス、ミサイル駆逐艦JSマケイン、フリゲー
ト艦バンデグリフト、同ギャリー。

【NO.65】

青森県三沢基地より派遣。第三十五航空団、F-一六戦闘機と米兵約六百人。

【NO.66】

沖縄県嘉手納基地より派遣。第十八航空団の戦闘機F-一五に、海兵隊五百人。

【NO.66-２】

在日米軍からのイラク攻撃への派遣総数、約一万人。

【NO.67】

イラク攻撃の後、「非戦を選ぶ演劇人の会」発足。四月五日、紀伊國屋サザンシアタ

ー。「あきらめない　演劇は非戦の力」。。小泉純一郎首相への手紙。

【NO.68】

小泉首相。

あなたは今回の米国による戦争に反対する行動を「衆愚政治」と批判されました。私

たちは今、あなたを首相に選び、あなたを支持した私たちが「衆愚政治」に冒されて

いたことを知ることとなりました。

小泉首相、あなたは、日本の外交方針を、国連主義から軍事同盟へと変えた戦後初の

首相として、長く記憶されるでしょう。

【NO.69】

永井愛による巻頭言より。

【NO.70】

世界には本当に貧しい国があり、そこには本当に凄まじい生活がある。その

対極には、一握りの富んだ人々がいて、その富の支配が新たな貧困を作り出す。この

格差と悪循環への憎悪からテロが生まれる。

今回のイラク攻撃は、資本がどう戦争に介入し、戦争というものが、いかに「経

済活動」なのかということも如実に見せつけてくれました。

【スクリーン】

二〇〇三年　沖縄

【NO.71】

四月八日、那覇防衛施設局は、沖縄県名護市辺野古海域において、普天間飛行場代替

施設建設に係るボーリング調査を実施。

【NO.72】

彼らは環境アセスメントの手続きを始める前、強引に実質的工事の着手を試みた。環境影
響評価法は無視された。
【NO.72-２】

二〇〇〇年一〇月、ヨルダン。第二回世界自然保護会議の勧告。

【NO.72-３】

「日米両国政府は環境アセスメントに基づいて早急なジュゴンの保全対策をとること」

【NO.73】

基地建設に反対する市民はカヌーやボートに乗り、徹底した非暴力で調査中止を求めたリ
ーフ内に組まれたヤグラの上での海上座り込み。事業者側が二十四時間体制のときは、老
若男女を問わず参集した市民も海上に泊まり込み体勢。二〇〇五年九月に台風接近を理由
にすべてのヤグラが撤去されるまで、海上闘争は続いた。

【スクリーン】

二〇〇三年　イラク・日本

【NO.74】

五月一日、ブッシュ大統領による一方的なイラク戦争終結宣言。

【NO.75】

五月二十三日、個人情報保護法、可決、成立。

【NO.76】

六月六日、自衛隊法改正案、武力攻撃事態対処法案、安全保障会議設置法案の三法案、

参議院を通過、成立。

【NO.77】

七月二十六日、イラクにおける人道復興支援活動及び安全確保支援活動の実施に関する特
別措置法、いわゆるイラク特措法、成立。

【NO.78】

二〇〇三年六月五日発行、「あきらめない」巻頭言より。

【NO.79】

昨年から様々な法案が提出され、特に有事法制に関しては、最後の砦に向かっている気が
します。つまり、憲法改悪、九条放棄につながる可能性です。それに対し、このまま何も
しないのかとの思いがありました。
【NO.80】

「あきらめない」、坂手洋二の言葉より抜粋。

【NO.81】

しかし、それはなぜ「今」なのか。

自分の国の経済が成長も安定も見込めない不安な状態に置かれて、初めて人々は「反戦」
を冷笑しない境地を獲得しうるのか。自分の国にもはや政党らしい政党、政治家らしい政
治家がいないと気づいて、ようやく人々は「この国の先行きは怪しい」と思い始めるのか。

アメリカ帝国の横暴がここまで極端に、あからさまな態度を示さなければ、人々は重い腰
を上げないのか。世界に誇るべき、平和と反戦を明記した憲法を持ちながら、それを有名
無実なものにされてしまわない限り、人々はその貴重さを思い知ることはないのか。表現
に自由を奪う法案が立法府の俎上に載って初めて、私たちはこれまで「法律」を侮ってい
たことを悟るのか。行き着くところまで行き着いてしまった退廃を前にして初めて、人々
は「正義」を共有する必要性を感じ始めるのか。

【NO.82】

八月十日、非戦を選ぶ演劇人の会、ピースリーディング『あきらめない、夏』。

【スクリーン】

二〇〇三年　教育・日本

【NO.83】

十月二十三日、東京都教育員会は、「児童・生徒に国旗及び国歌に対して一層正しい

認識をもたせ、それらを尊重する態度を育てる」ために、「入学式、卒業式等におけ

る国旗掲揚及び国歌斉唱の実施について」という通達を出した。これにより、国歌斉

唱時に不起立の教職員に対する、厳しい処罰が続いた。

【NO.84】

十一月九日、第四十三回衆議院議員総選挙、自民党二百三十七議席、公明党三十四議

席。絶対安定多数維持。

【NO.85】

なんでだろ〜、なんでだろ〜、ななななんでだろ〜

【NO.86】

二〇〇三年 流行語大賞　「なんでだろう〜」

受賞者：テツ and トモ（タレント）

【NO.87】

自衛隊をイラクへ派遣する法律はすでに成立し、米国に年内派遣を伝えるのは確実だ

ったが、イラク派遣を衆議院選挙の争点にしたくない首相官邸や与党の意向で、イラ

クの現地調査は極端に制限された。

【NO.88】

吉田敏浩、ルポ、『戦争協力拒否』より。

【NO.89】

テロ特措法からイラク特措法に至る一連の動きを見ると、専守防衛の基本原則を踏み外し
て、事実上、海外派兵の既成事実がなし崩しにつくられているのがわかる。特徴を整理す
ると次のようなことが挙げられる。

【NO.90】

国連主導の枠組みと関係がなくなった。

【NO.91】

「停戦の合意の成立」や「中立的な立場の堅持」という歯止めをなくした。

【NO.88-2】

戦闘の続く外国領土つまり戦地にまで部隊を送るようになった。戦争の一方の当事者であ
る米軍の後方支援をすることで、活動が軍事作戦そのもになった。

【NO.90-2】

そのため、自衛隊が米軍の交戦相手から攻撃を受けても、戦時国際法上当然視される、事
実上の参戦状態におかれることになった。

【NO.91-2】
米軍の攻撃によって被害を受けた他国の人びとに対して、日本も間接的な加害者になった。
【NO.88-3】

自衛隊の装備が重武装化し、臨戦態勢をとるようになり、武器の使用範囲も「自己の管理
下に入った者」にまで拡大された。

【NO.90-3】

十二月　自衛隊サマワに先遣隊、派遣。

【NO.９１-3】

十二月十三日、イラク中部ダウルにて、サダム・フセイン逮捕。

【スクリーン】

二〇〇四年

【NO.94】

一月一日、小泉純一郎首相が、初詣と称して靖国神社に参拝。

【NO.95】

二月二十二日、『非戦を選ぶ演劇人の会』ピースリーディング

『NO WORDS , NO PEACE !! （言葉無くして平和無し）上演。

【NO.96】

上演台本より。反戦自衛官・片岡顕二 (かたおかけんじ)の言葉。

【NO.97】

片岡：イラクにとって自衛隊の派兵は日本を米英に次ぐ敵対国とします。反撃した自衛官
がイラク人を殺すこともありえます。もし誤ってイラク人を殺害した場合、誰が裁くので
しょうか。米軍には軍法会議がありますが、自衛隊には裁判権がありません。しかし、日
本政府は、人を殺した自衛隊員を裁くのは、日本の法律だと言います。忘れてはならない
のは、自衛隊が派兵されれば米軍の指揮下で行動することになるということです。派兵さ
れた時点から小泉の命令やイラク特措法の規制は力を失い、米軍の作戦計画に従って自衛
隊は動かされます。アメリカの国益に沿った行動をおこなうことになるでしょう。

【NO.100】

三月一日、労働者派遣法改正。

【NO.101】

労働者派遣法の本来の目的は、派遣労働者の権利を守り、正社員のかわりに常用され

ることを防止し、派遣を制限することにあった。

【NO.102】

専門性の高い十三の業務のみとされていた労働者派遣業務が、製造業、福祉施設での医療
関係業務にまで広がった。原則最長一年だった期間制限が三年にまで延長された。
【NO.103】

業界と経営側のニーズのみが優先され、労働者を保護する視点が完全に抜け落ちていた。

【スクリーン】

二〇〇四年　イラク

【NO.104】

三月三十一日、ファルージャで民間軍事会社ブラックウォーターの傭兵四名が殺害され、
橋から吊るされた。ファルージャは一気に「テロの巣窟」と位置づけられ、米国内では報
復を支持する世論が盛り上がった。

【NO.105】

ファルージャ市民が見た「アメリカの民間人」。

【NO.106】

彼らは軍服を着てはいないが、重武装をして米軍に同行し、その残虐性は米兵と何も変わ
らない。ぼくは米軍に拘束された経験がある。手錠をされ、頭に黒い袋を被せられた状態
で炎天下に二時間近く晒された。その間ずっと米兵は歌を歌いながら、ぼくに石を投げつ
けていた。尋問官には椅子を投げつけられ、鉄製ワイヤーでむち打たれ、武装勢力メンバ
ーだと自白するよう強要された。そして、ぼくの友だちは、これと同じようなことを、米
兵ではなく民間傭兵にされたんだ。（ワセックさんの言葉）

【NO.107】

四月五日、米軍はファルージャ市街地を包囲し攻勢を開始。参加兵力は米海兵隊千二百名、
イラク治安部隊二個大隊。米軍航空機が住宅地区を爆撃。

【NO.108】

四月十一日、米軍は空爆を中心とする大規模な攻撃を開始。

【NO.109】

ジョー・ワイルディング。女性ボランティア。イラクの子どもたちにサーカスを見せるた
め結成されたＮＧＯグループのメンバー。

【NO.110】

ファルージャ最大の病院は爆破された。臨時の診療所が、ガレージに作られた。麻酔薬は
なく、停電ばかり。医者たちは、血液バッグをトイレのお湯で暖めていた。女たちが叫び
声をあげながら入ってきた。

頭を撃たれた十歳くらいの子どもが運び込まれた。ある海兵隊員が言った。「われわれは、
これらの家を全部『片付けようと』していたところだ」彼らの「作戦」を「支援」すため
に、空爆が行われることになっていた。診療所の所長代理は言った。「自分はサダムを憎
んでいたが、今はアメリカ人の方がもっと憎い」
私はイラクの戦士たちのグループに、高遠菜穂子(たかとおなおこ)さんのことを尋ねた。
彼らは日本人捕虜を取っているグループとは無関係だが、私は菜穂子がストリート・チル
ドレンに対してしていたことを説明した。子どもたちが、どれだけ彼女を愛していたかも。
彼らは、何も約束はできないが、菜穂子がどこにいるか調べ、彼女と他の人質を解放する
よう説得を試みると言った。……男がうつぶせに倒れていた。息子たちが出てきて、泣き
叫んだ。「父さんは武器を持っていなかった」。ただ、門のところに出ただけで、海兵隊
は彼らの父親を撃ったのだ。海兵隊は救急車にまで発砲する。

【NO.111】

「女性を一人ここまで連れてきてくれないか？　妊婦がいて、早産の可能性がある」。

【NO 112】　

アッザムが運転した。救急車に銃弾が当たった。私たちは車を止め、待った。建物の角に、
米軍海兵隊員の軍服を着た男たちの影。何発かが発砲された。できるだけ低く身を伏せた。
救急車に当たった銃弾もあった。私は歌い出した。誰かが自分に向かって発砲していると
き、他に何ができるだろう？ 心底、頭に来ていた。私たちは医療処置も電気もない場所で
子供を産もうとしている女性のところに行こうとしていた。それだけだ。角を曲がったと
きの被弾で二つめのタイヤが破裂した。私は歌い続けていた。 

【NO.113】

四月二十日、イラク保健省。米軍が救急車を故意に標的にしたことについて、イラク統治
評議会が説明を要求した。

【NO.115】

海兵隊が救急車に発砲した理由は、ファルージャのムジャヒディンが救急車の中から、攻
撃してきたことがあるからです。

【NO.118】

一ヵ月近い米軍の包囲と攻撃による住民側の死者はおよそ七三〇人、負傷者は二千八百人
に達した。

【NO.119】

四月七日、現地時間、四月六日午後十時半ごろ、タクシーでヨルダン・アンマンを出

発しバグダッドを目指した三人の日本人、今井紀昭さん、郡山総一郎さん、高遠菜穂

子さんが、ファルージャの手前、バグダッド街道から迂回路に入ったところで、武装

勢力に拘束された。

【NO.119-2】

四月八日、カタールの衛星テレビ「アルジャジーラ」が、三人の映像とともに犯行グルー
プの声明を放送。「自衛隊が三日以内に撤退しなければ人質は焼き殺す」。

【NO.120】

四月九日午前二時十八分、非戦を選ぶ演劇人の会のメーリングリストより

【NO.121】

件名：イラクの日本人人質

皆様へ

もうニュースでごらんになっているかと思いますが、イラク国内で三人の日本人がイ

ラク人グループによって拘束されました。犯人グループは「サラム・ムジャヒディン。

犯行声明の解放条件は、

【NO.121-２】

「日本軍（自衛隊）が三日以内に撤退しなければ、生きたまま焼き殺す」

【NO.121-３】

福田官房長官は

【NO.121-４】

「自衛隊撤退の理由がない」、

【NO.121-５】

またアメリカのラムズフェルドも

【NO.121-６】

「正しい判断で感謝する」

【NO.121-７】

【NO. 121-８】

もう、なにを言っているんだ！

「非戦を選ぶ演劇人の会」として緊急アピールをしようと、早速叩き台を作りました。

明日、朝、九時までにご意見ください！

【NO.122】

四月九日、 小泉純一郎首相は、自衛隊を撤退する意思がないことを表明。人質と人質

家族に対するバッシングと、新聞、メディアにおける「自己責任論」が過熱。

【NO.123】

自衛隊の即時撤退を求める緊急アピール　非戦を選ぶ演劇人の会

【NO.124】

自衛隊のイラクからの撤退を求めるという形で、三人の民間の日本人が人質になり、その
生命が危ぶまれるという痛ましい事件が起こりました。武装勢力は三日以内に自衛隊の撤
退が行われなければ、三人を焼き殺すと声明し、強迫しています。私たちは、この痛まし
い事態は、米英に追随してイラク攻撃を断行させた日本政府が招いたものであると考えま
す。

【NO.125】

福田官房長官は「派遣しなければテロは起こらないのか」と言っていますが、「外国

人を狙ったテロ」と「自衛隊の撤退を交換目的とした人質」は全く違うことは明白です。

【NO.126】

「戦争終結宣言」から一年たった今、イラク各地で頻発するデモや抗議行動は、アメリカ
が解放軍どころか、侵略者と見なされている証拠です。同盟国として戦争を真っ先に支持
した国の軍隊が「人道支援」に来たなどと、誰が本気で信じるでしょうか。

【NO.126-2】

また自衛隊員が派遣された地域も、非戦闘地域ではないことは、もはや明らかです。自衛
隊は即刻、撤退すべきです。各国の民間団体の活動にもはるかに及ばない給水活動で見せ
かけの支援をするよりも、撤退によってアメリカの占領統治を支援しないと表明すべきで
す。
【NO.127】

私たち「非戦を選ぶ演劇人の会」は、何よりも人命の尊重を最優先させるべきだと考えま
す。日本国政府に、この戦争を心から憂い、真にイラク国民の役に立とうとした勇気ある
三人を見殺しにする権利はありません。

【NO.128】

自衛隊のイラクからの撤退は「テロに屈する」ことではありません。命に復興はありませ
ん。
【NO.129】

人質となった三人、そして自衛隊の人々の命のために、自衛隊はイラクから即刻撤退すべ
きです。

【NO.130】

四月十四日、ジャーナリストの安田純平さん、渡辺修孝がファルージャ近郊で武装勢力に
拘束される。

【NO.131】

バグダッドに住む二十四才のイラク人女性がブログに記した日記。

【NO.132】

人質事件が繰り返されて、もうひどいことになっています。これほど悲しいことがあるで
しょうか。経済封鎖に苦しんでいた長い年月にも、戦争のさなかにも、爆撃の中でさえも、
イラクにいた外国人が襲われることは決してありませんでした。

【NO.133】

人質となった日本人たちのことを思うと、ことさらに心が痛みます。三人を助け出すため
に何かできることはないのでしょうか。

【NO.134】

日本政府は部隊を引き上げるでしょうか。おそらく、そうはしない。日本政府にとって、
三人の命など重要ではないでしょうから。日本が兵士を送り込んできたために、日本への
敵意が生まれました。軍隊を送ろうと決定したとき、日本は「やつら」の仲間となったの
です。

【NO.135】

その結果として起こったことが三人の誘拐でした。ゆるしてください……。毎日、十何人
ものイラク人が拉致され殺害されてゆく。それでもなお、三人のことを思うと申し訳ない
気持ちでいっぱいになります。

【NO.136】

四月十五日、イスラム聖職者協会の仲介によって、今井さん、郡山さん、高遠さんが解放。

【NO.137】

四月十七日、安田さん、渡辺さんが解放。この事件で、解放された人質が日本国内で冷淡
に扱われたり、非難の声を浴びせていることについて、海外では驚きの声が挙がった。

　

【NO.138】

ロサンゼルス・タイムスは、小泉首相が政府の退避勧告を無視しイラク入りした人質を、
自己責任論を振りかざし非難したと伝えた。同じように人質になったカナダの人道支援活
動家が地元モントリオールで温かい歓迎を受けた例と並べて。

【NO.139】

四月二十日、マレーシアのイスラム人権団体JUST、ムザファール会長。

【NO.140】

人質になっていた五人の方々は、人道的な活動に従事し、米国とその同盟諸国によるイラ
クの占領に反対していました。そして、イラク国民との連帯と支持とを、身をもって表現
しておられたのです。

【NO.141】

人質にされていた若い日本人がとった立場を、全世界のさまざまな地域のイスラム信仰者
は大変高く評価しています。

【NO.142】

人質にされた方々は、美しい日本のもうひとつの顔をイスラム信仰者に見せてくださった
のです。

【NO.143】

この事実こそがたいせつでした。「他者」に対する本当の慈悲心が明らかに示されたとき
に、初めて時間を越えて揺るぐことのない友情の絆がつくられるからです。

【NO.144】

パウエル米国務長官でさえ、

【NO.145】

イラクの人々のために、危険を冒して現地入りをする市民がいることを、日本は誇りに思
うべきだ。「自己責任」という批判が出ているようだが、危険地域に入るリスクを引き受
ける者がいなくなれば、世界は前に進まなくなってしまう。

【スクリーン】

二〇〇四年　日本・法制度

【NO.147】

五月二十一日、裁判員制度、成立。

【NO.148】

六月十八日、国民保護法、特定公共施設利用法、米軍行動円滑化法、成立。

【スクリーン】

二〇〇四年　沖縄

【NO.149】

八月十三日、十四時十五分、アメリカ軍普天間基地所属の大型輸送ヘリコプターCH-五三D
が訓練中にコントロールを失い、沖縄国際大学一号館北側に接触、墜落、炎上した。

【NO.150】

機体の爆発は大小合わせて十回ほど起こった。

【NO.151】

黒煙は十メートル上空まで立ちのぼった。

【NO.152】

近くの草むらから、頭や顔から血を流した米兵が這い出てきた。消防隊員が脱出する乗員
を全員救助。内、一人が重傷。

【NO.153】

一四時五〇分、小泉首相は事故のことを聞きながら、『ディープ・ブルー』という映画を
観始める。

【NO.154】

一五時〇八分、鎮火。火が消えてもゴムが焼け焦げたような悪臭は消えず。機体は熱

で変形、くしゃくしゃの紙くずのよう。

【NO.155】

一五時三〇分、米軍は墜落現場を立入禁止区域に指定。百名近くの米兵が銃を持って大学
内に入り、機体の四方に黄色いテープを二重三重に張り巡らした。

【NO.156】

テープの文字　「keep out」。立入禁止。

【NO.157】

消防隊員が「ヘリに学生が押し潰されていないか確かめたい、調査をさせてくれ。」と頼
んでも、米兵は、

【NO.158】

「民間人は入れない」

【NO.159】

「安全上の問題」

【NO.160】

「ゴーアウェイ」

【NO.161】

不法侵入しているのは米軍だ。

【NO.162】

沖縄県警は既に妥協、ヘリの直近は米軍、周辺を警察が警備すると合意していた。

【NO.163】
一四日早朝、海兵隊は暴動鎮圧用ライオットガンを装備。銀色の防御服とマスクに身を包
んだ完全防備の米兵数人が、鎮火した機体に白い薬剤を撒き始めた。

【NO.164】

ガスマスクをしている。

【NO.165】

放射能か有毒ガスか。

【NO.166】

一五日、海兵隊はＣＡ二輸送機のタッチアンドゴーを再開。

【NO.167】

小泉首相は夏休みを理由にアテネ五輪テレビ観戦に明け暮れ、面談を求めた稲嶺知事にも
会おうとせず。
【NO.168】

一六日、米軍はヘリの撤去作業に着手。無許可で現場周辺の樹木の伐採を開始。

【NO.169】

黄色と銀色の防護服。最高度の危険レベルＡ対応の装備だ。持っているのは放射能測定器
か？　付近の土壌を三十センチ掘り下げ、持ち帰った。

【NO.170】

米兵は一号館外壁の煤まで採取。
【NO.171】

この日小泉は歌舞伎の『元禄忠臣蔵』を見ていた。

【NO.172】

外務省は米軍による現場封鎖を追認。外務官僚。

【NO.173】

「地位協定一八条五号に該当する」。

【NO.174】

米軍は機体を本国に運び去った。

【NO.175】

この墜落事故により沖国大は電話・インターネット回線等を切断され、またヘリに接触し
た一号館はローターによる損傷と炎・ススによる被害を受け、その周辺の木々も焼かれた。
近くの民家やガソリンスタンド、保育所などにもヘリコプターの部品が落下した。赤ん坊
のいるアパートの部屋にも。

【スクリーン】

二〇〇四年　イラク・沖縄

【NO.176】

イラク最激戦地、ファルージャから来日したワセック・ジャシムさんは、沖縄・辺野古の
海岸でつぶやいた。

【NO.177】

あの米軍がこの美しい島から来ていたなんて想像もしなかった。ぼくは、沖縄は「悪魔の
島」だと思っていた。でも、実際に来てみるとそのイメージとはほど遠く、自然も素晴ら
しく人々が穏やかに暮らしているのに、ひどく驚いた。

【NO.178】

イラク支援ボランティア、高遠菜穂子さん。

【NO.179】

彼のつぶやきを聞いた時は、せつなかった。ファルージャ市民を沖縄に連れて来たのは酷
だったとも。けれど「オキナワ」が残虐なイメージのまま帰ってほしくなかった。沖縄に
はイラクと同じようにたくさんの家族が住み、イラクと同じように米軍に苦しんでいる。
県民大会で、米軍に抵抗する九万の群衆を見たことも大きい。ファルージャ市民には「群
衆は撃たれる」というトラウマがあるが、武装闘争以外の可能性を感じてくれたと思う。

【NO.180】

二〇〇四年十二月一〇日、新しい『防衛計画の大綱』。「海外派遣」という言葉で例外扱
いしてきた自衛隊海外派兵を、国際活動として本来任務に格上げ。

【スクリーン】

二〇〇四年　イラク、サマワ自衛隊宿営地

【NO.181】

サマワの自衛隊記録映像より

【NO.182】

自衛隊員一：ただいまの時刻、イラク時間十時五十七分です。突然、鉄帽と防弾チョ

ッキ着用が命令されました。

【NO.183】

解説：この夜、武装勢力が宿営地を攻撃するかもしれないという情報が、現地警察か

ら寄せられた。自衛隊は派遣された当初から武装勢力に狙われていた。

【NO.184】

解説：そして、この一ヶ月後。宿営地に迫撃砲が撃ち込まれた。着弾地点から数メートル
にわたって土地がえぐられていた。

【NO.185】

自衛隊員一：おそらく八十二ミリ迫撃砲。

【NO.186】

解説：迫撃砲は各国の軍隊にも配備させている殺傷能力の高い兵器だ。こうした迫撃砲や
ロケット弾による宿営地への攻撃は十三回に及んだ。小泉純一郎首相はこう言っていた。

【NO.187】

小泉純一郎：自衛隊の活動しているところが非戦闘地域だ。

【NO.188】

解説：統合幕僚長・先崎一。

【NO.189】

先崎：政治的には非戦闘地域といわれていたが、対テロ戦争が実際に行われている地域へ
の派遣で、派遣部隊からみれば、何が起こってもおかしくない。

【NO.190】

解説：攻撃によって隊員が死亡した場合の対応も極秘に検討していた。遺体をどう運ぶか、
詳細に手順を検討。国主催の葬儀も考えられていた。宿営地に棺も持ち込んでいた。

【NO.191】

先崎：先遣隊、業務支援隊が十個近く棺を準備していって、クェートとサマワに置いて。
隊員の目に触れないようにしておかないと、かえって逆効果になりますから、そこは分か
らないように、非常に気を使いながら、準備だけはしていました。

【NO.192】

小泉純一郎：自衛隊の活動しているところは非戦闘地域だってば！

【NO.193】

四月六日、イラク調査団が大量破壊兵器の捜索をおこなったが発見されず。調査団団長チ
ャールズ・デュエルファーは、米議会上院軍事委員会の公聴会において、「開戦時イラク
に大量破壊兵器は存在しなかった」とする最終報告書を提出。

【スクリーン】

二〇〇五年　日本・アジア

【NO.194】

『冬のソナタ』「韓流ブーム」

【NO.196】

三月十五日、島根県議会、「竹島の日」条例を成立

【NO.198】

三月十六日、慶尚北道（キョンサンプクト）議会、議会前の庭で日の丸の旗を燃やす。

【NO.199】

八月、沖縄県ケラマ諸島座間味島の元日本軍部隊長と、渡嘉敷島の元部隊長の弟の二名が、
「新しい歴史教科書をつくる会」などによる支援の下、「沖縄ノート」著者の大江健三と
出版元の岩波書店に対し、出版差し止めと損害賠償請求を提訴。

【NO.199】

「沖縄住民の集団自決は軍の命令ではなかったにもかかわらず、それが軍による強制的な
集団自決とする「沖縄ノート」の内容は、名誉毀損である」。

【NO.199】

「集団自決で亡くなった方々の名誉を汚しているのはおまえたちだ」（ウチナーグチ）

【NO.200】

この提訴が後に、二〇〇七年の教科書の検定意見の根拠とされる。

【NO.201】

九月十一日、第四十四回衆議院議員総選挙。いわゆる、郵政民営化選挙。……自民党圧勝。
二百九十六議席獲得。

【スクリーン】

二〇〇五年、沖縄

【NO.202】

十月二十九日、在日米軍再編計画、日米合意。

【NO.202-2】

新基地建設計画は、「辺野古沿岸案」と呼ばれるキャンプ・シュワブ海岸線陸上部から、
大浦湾海域にまたがった区域へと変更された。
【スクリーン】

二〇〇六年　沖縄

【NO.203】

一月の市長選で「沿岸案」反対を公約し当選した名護市長が、当選後二ヶ月も経たない
四月七日、公約を覆し「沿岸案」の滑走路を二本に増やす修正案で政府と合意。
【NO.204】

五月、基地再編採取合意（ロードマップ）最終報告。

【スクリーン】

二〇〇六年、イラク・日本

【NO.205】

六月二十日、自衛隊サマワ撤退開始。

この前年、二〇〇五年の防衛大学の退校、早期退職者は過去最高の三八・四パーセントに
及んだ。

【NO.206】

七月四日、航空自衛隊員の池田頼将（よりまさ）さんは、クウェートのアリ・アル・サレ
ム基地において、米軍主催のマラソン大会に参加。先頭に躍りでた直後、米国軍事請負大
手・ハリバートン社関連企業の大型バスに後ろからはねられた。全身を強打し、気を失う。

その後、日米両国から信じられない扱いを受ける。

【NO.207】

「ドスンと音がして、気がつくとベッドの上だった。運び込まれた米軍の診療所では小指
の先ほどもある錠剤四錠を飲まされ、目が覚めたのは二、三時間後。自衛隊で治療を受け
ようとしても保健室のような施設しかなかった。治療のために帰国を願い出ても便がない
と拒否された」。

【NO.208】

池田さんはコルセットをして横になったまま勤務を続けるしかなかったが、日本から要人
が視察に訪れると、上官から「コルセットを外せ」と命じられた。「非戦闘地域」で負傷
者を出したことを自衛隊が進んで公表することはなかった。

【NO.209】

事故から二カ月後、任務を終えて帰国し、愛知県小牧市内の病院で受診すると「なぜこん
なに放っておいたのか」と医師に問われた。首や肩のけがのほか、顎（がく）関節症は特
に重症で早期回復は難しいと診断された。

【NO.207】

小学校六年の長男とキャッチボールする約束をしていたのに。

【NO.211】

重篤な事故の後遺症であごがほとんど開かず、流動食に頼る池田さんは、その後、依願退
職を強いられた。

【NO.212】

サマワの陸上自衛隊宿営地には計十三回、二十二発のロケット弾が撃ち込まれた。航空自
衛隊はクウェートを拠点にイラク国内への物資輸送を担ったが、米軍を首都バグダッドへ
空輸する際、地上から携帯ミサイルで狙われた。帰国後、二〇一四年三月末までの間に自
殺した自衛隊員は二十八人に上る。

【NO.213】

イラクから帰国後、精神の不調を訴え自殺した四十代の隊員の妻。

【NO.214】

妻　：どうしたらいいかわからない。孤立した感じで、かなりつらかった。私は主人のこ
とをサポートして、生きていてもらいたいと思ってましたから。自殺した隊員は一人や二
人じゃないんです。人数ではもちろんないですけど、亡くなった人数の、何十倍もの人た
ちが苦しんでいるわけで。派遣のマイナス面も含めて表に出していかないと。

【NO.215】

二十代の隊員を亡くした母。

【NO.216】

母　：息子が、「ジープの上で銃をかまえて、どこから何が飛んでくるか、おっかなかっ
た、恐かった、神経をつかった」って。夜は交代で警備をしていたようで、「交代しても
寝れない状態だった」と。息子は帰国後、自衛隊でカウンセリングを受けましたが、「お
かしいんじゃ、カウンセリング」。「命を大事にしろというより、逆に聞こえるんだ」
「自死しろと言われているのと同じだ、そう聞こえてきた」。数日後、息子は死を選びま
した。

【NO.217】

イラク派遣で空輸を担った航空自衛隊の将官は二〇〇六年九月、首相官邸へ出向いた。

Ｃ１３０輸送機が首都バグダッド上空へ差しかかると地上からミサイルに狙われてい

ることを示す警報音が鳴り響くという危険な状態にあることを報告するためである。

「多国籍軍には、月三十件ぐらい航空機への攻撃が報告されています」と伝えると、

当時の安倍晋三官房長官は答えた。

【NO.217-2】

「撃たれたら騒がれるでしょうね」

【NO.218】

九月二十六日、第一次安倍内閣発足。所信表明演説。

【NO.219】

「美しい国、日本」「戦後レジームからの脱却」

【スクリーン】

二〇〇六年・教育

【NO.220】

十二月十五日、教育基本法改正。

【NO.221】

「新しい時代」に対応することが改定の主たる根拠になっているが、「国を愛する心」

「伝統の尊重」「新しい「公共」」など「復古主義」とも思える文言が盛り込まれた。

「個性の尊重」「平和主義」「民主主義」の原理で基礎付けられたかつての教育基本

法は、この改定によって「国家戦略基本法」へと転換しかねないものとなった。

【スクリーン】

二〇〇六年・イラク

【NO.222】

十一月五日、サダム・フセインに死刑判決。罪状は「人道に対する罪」。サダムは、「イ
ラク万歳」と叫び、裁判を「戦勝国による茶番劇」と非難した。

【NO.223】

十二月三十日、サダム・フセインは米軍軍拘置施設「キャンプ・ジャスティス」から、

バグダッドのアーザミーヤ地区の刑務所に移され、絞首刑執行。

【スクリーン】

二〇〇七年　日本・アジア

【NO.224】

三月五日、安倍晋三首相は、参議院予算委員会で、河野談話について

【NO.224-2】

「基本的に継承する」が、「狭義の意味の（軍の）強制性は、それを裏付ける証言はなか
った」

【NO.225】

三月十六日、「安倍首相の『慰安婦』問題への認識に関する質問主意書」に対する答

弁書より

【NO.226】

慰安婦問題について、政府は、一九九一年十二月から九三年八月までの間、関係資料の調
査及び関係者からの聞き取りを行った。その「調査結果の発表までに政府が発見した資料
の中には」、軍や官憲による強制連行を直接示すような記述は見当たらなかったが、関係
者からの聞き取りなどから、全体として判断して、一定の強制性があったということで、
河野談話となったものである。

【NO.227】

つまり、安倍首相は、この答弁の「強制連行を直接示す記述はなかったが、全体としては
一定の強制性があった」という文章の前半部分のみをもって、河野談話を見直す

根拠にしようとしていたのだ。しかも、九三年八月以降に、数多く出てきた、強制性を直
接示す証拠の全てを無視しての発言だった。

【NO.228】

しかも九十三年八月以前にも、強制性を示す確実な証拠はあった。

【NO.229】

オランダ政府から提供された、スマラン事件の軍事裁判の記録である。

【NO.230】

一九四四年二月、南方軍管轄の第十六軍幹部候補生隊が、オランダ人女性三十五人を民間
人抑留所からスマランにあった慰安所に強制連行し売春させた。終戦後の一九四八年、バ
タビア臨時軍法会議で一一人が有罪とされた。罪名は強制連行、強制売春、強姦。責任者
である岡田慶治陸軍少佐には死刑が宣告された。

【NO.231】

「強制連行を直接示すような記述は見当たらなかった」「一部の不埒な軍人による不祥事
で、慰安所は閉鎖、責任者は処罰された。解決済みであり、日本があらゆる土地で「国家
意思」により強制連行したわけではない」

【NO.232】

だが、スマラン事件を起こした軍人は幹部候補隊に属し、誰一人として、軍法会議や陸軍
法で処罰されなかった。一人は後に特進、受勲もしている。

【NO.233】

「バタビア臨時軍法会議の記録」

【NO.233】

日本軍はジャワ島セマランほかの抑留所に収容中のオランダ人女性らをも「慰安所に連行
し、宿泊させ、脅すなどして売春を強要した」。

【NO.234】

元日本兵による南京虐殺の証言集。

【NO.235】

小学校教員の松岡環（まつおかたまき）さんによる調査。

【NO.236】

聞き取りを行ったのは、第十六師団歩兵第三十八聯隊第一大隊、岡崎茂さん、第三十三聯
隊第三大隊、東征雄さん。第三十八聯隊第一大隊、田所耕太さん第三十三聯隊第二大隊、
三木本一平さん。第三十三聯隊第一大隊某中隊指揮班、沢田小次郎さん。第三十三聯隊第
一大隊、佐藤五郎さん……。（次第に声が小さくなり次の言葉が重なる）

【NO.237】

証言：南京で五人の首を切りました。ハエを殺すのと同じ感覚ですよ。首の前の皮を残し
て切るのがコツですわ。あぐらをかかせ腕を組ませてから首を切ったとき前屈みに倒れる
んですわ。家を焼いて残った柱に中国人を縛って、部下に銃剣で突かせて殺させたことも
ありますよ。抵抗されたことのある村などは放火したわけさ。

女を出さん言うて殺したわな。銃で殺したのは一人だけ、ほとんど銃剣で刺し殺した。一
回じゃ死なん、二回でもなかなか死なんもんじゃ。一時間位して見ると、血をぶくぶく吹
いていた。「オラ、恨むんなら、蒋介石恨めよ」と言うてやった。わしだけやない。みん
なやっとった。
【NO.239】

証言：この中隊には「男も女も子どもも区別なしで殺せ」という命令が出ました。つまり
虐殺でした。南京に入ったらすぐそうでした。追っ駆けて行く時は歩兵銃を撃ちました。
その時の支那兵はもう銃も持っていないし、反撃もなかったんです。反日の根拠地という
ので、南京に入るまでは家を全部焼けという命令がずっと出てました。するとまた後続部
隊が泊まる所がないからといって、家を焼くのを中止したんです。

【NO.240】

『戦場における人殺しの心理学』著者、デイブ・グロスマン。

【NO.241】

戦場に行く前の兵士に、「あなたはどんな時に人を殺すと思いますか？」と尋ねると、

ほとんどの兵士が「自分や仲間が殺されそうになった時」と答えます。一方、戦場か

ら帰って来た兵士に、「あなたはどんな時に人を殺しましたか？」と尋ねると、ほぼ

一〇〇パーセント、「命令があった時」と答えます。

【NO.242】

二〇〇六年一〇月六日、衆議院予算委員会。安倍首相の侵略戦争に関する認識。

【NO.243】

安倍：私は、先の大戦において多くのつめ跡をアジアの地域に残した、このように考えて
いたわけでございます。そして、日本人を塗炭の苦しみの中に落とした、こういう認識を
持っていたわけでございます。しかし、その中で、いわゆる侵略戦争ということについて
は、これは国際的な定義として確立されていないという疑問を持っていたような気がする
わけでございます。

【NO.244】

証言：南京には慰安所があって、順番を待って兵隊がずらっと並んでいた。慰安所といっ
てもやるだけやって、あとどうするんか、金も払わん。民家に女性を入れてやるのもあっ
た。兵隊同士引っぱってきた女の子を互いに強姦したこともあった。城外でも徴発に行っ
てよくやった。クーニャン探しに「行こか」と言って。うるさいので口封じのため殺して
しまうのがたまにあったわなあ。一人では絶対行かない。見張りをかならず立てて。日本
の女の子にやったらあかんな。敵の国の女やからできた。

【NO.245】

証言：分隊で訓練しているときは駐屯したところへ女を見つけてきて分隊で飼うとんや。
一週間か二週間したらもう帰して替わりを捕りに行くんや。飽きてきたら替える。泣くの
は最初だけや。分隊に連れてきて飯食わせたら諦める。行軍中は見つけたらやってしまう。
その場でやってしまうんや。若い子から五十歳位の人まで。農家の人や。やった相手は、
そりゃあもう五十人ではきかへんなあ。今想えば人間のすることと違うねんなあ。ほんま
の畜生になっとったと思うけどなあ。上官は注意することはなかった。自分もいい思いし
とったからなあ。

【NO.246】

二〇〇七年三月五日の参議院予算委員会。安倍首相の発言。

【NO.247】

安倍：狭義の強制性と申しますのは、官憲が家に押し入って、人さらいのごとく連れて行
く行為であり、いわゆる慰安婦狩りのような官憲による強制連行的なものがあったと証明
する証言はないと認識致します。

【NO.251】

各国議会で慰安婦非難決議が続々可決。

【NO.252】

七月三十日、米国下院。

【NO.253】

十一月二十八日、カナダ下院。

【NO.254】

十一月十八日、オランダ下院。

【NO.255】

十二月十三日、EU議会

【NO.256】

二〇〇八年一〇月二十七日、韓国国会。

【NO.257】

十一月二日　台湾立法院。

【NO.281】

ＥＵはその決議の中で、大日本帝国軍の「慰安婦」システムは、輪姦、強制堕胎、障害、
死、自殺などをもたらした、屈辱と性暴力を含む、二十世紀最大の人身売買のひとつであ
ると断じた。また、慰安婦システムの被害者のほとんどがすでに故人であり、生存者も八
十歳以上であることにも触れ、生存している全ての被害者及び死亡した被害者の家族に対
する賠償を行えるような法的措置を講じることを、日本の国会に勧告した。

【NO.281-2】

日本の政治家などによる「慰安婦を隷属させたことは一度もなかった」といった意見に対
しても、日本政府自らが公的に反論するよう勧告。そのうえで、日本の学校で使用される
教科書に、慰安婦の悲劇や第二次世界大戦中の日本の戦争犯罪の扱いを小さくしようとし
ていることも批判。

【NO.282】

そして、ＥＵ決議は、以下の言葉によって結ばれた。

【NO.293】

日本軍による、若い女性を強制的に性奴隷とした行為を、日本政府は、明確で、あいまい
な部分のない方法で、公式に認知、謝罪し、そして歴史的、法的な責任を受け入れること
を勧告する。これらの事例を、現在及び未来の世代に教育することを、日本政府に勧告す
る。

【スクリーン】

二〇〇七年・沖縄

【NO.258】

四月、沖縄防衛局は計画変更された新基地建設計画のため、海域での事前調査を再開。 

【NO.259】

当然、市民も海上行動を再開することになるが、

【NO.260】

五月十七日夜から十八日未明、国はあろうことか反対派対策として海上自衛隊の掃海母艦
「ぶんご」を辺野古に向け派遣する。

【NO.262】

丸腰でカヌーに乗って反対の意思表示をする市民に向かって、日本政府は大砲搭載した戦
艦を差し向けた。

【NO.264】

総理大臣は安倍晋三。 

【NO.265】

七月二十九日、第二十一回参議院議員通常選挙。

【NO.266】

与党自民党が八十三議席と過半数を大きく割り込み、歴史的大敗となった。

【NO.266】

安倍首相辞任。

【NO.266】

主張する外交こそ国際社会への貢献。改革を中断せず、政治の空白を生まないよう、今日
まで全力で取り組んできたが、自らの求心力がなかった。職を賭して取り組んできたが、
職に決してしがみつくものでもない。一円から領収書を出すよう主張する私に不正がある
と思いますか。

【NO.267】

九月二十六日、福田康夫内閣発足。

【NO.269】

二〇〇七年三月三〇日。文科省は高校教科書の「沖縄戦集団自決」に関する記述について、
日本軍による強制であるとする七ヶ所に関し「誤解を生む恐れのある表現である」と検定
意見をつけ、教科書会社に対し書き直しを命じていた。「検定調査審議会」のメンバーに
沖縄戦の専門家はおらず、「集団自決」についての議論もなかったことが審議委員の発言
から明らかになった。文科省は「検定意見には介入できない」とのコメントを繰り返して
いたが、伊吹文科大臣は、大江健三郎と岩波書店が訴えられた裁判での、原告側の資料が
根拠であるとして、これを報道機関に配布、明確に原告側を支持する姿勢を示した。沖縄
県は九月二十九日、十一万人の県民大会で、検定意見撤回を求めた。

【NO.271】

七月。沖縄県東村高江、座り込み開始。

【NO.272】

自分が暮らしている場所に、いきなり新しい基地がつくられることが決められたら、私た
ちはどうするだろう。しかも、住民としての意志を問われることもなく、政府という大き
な力が頭越しに決定を押し付けてきたら。

【NO.273】

沖縄県東村高江は、今まさにそのような経験を生きている場所である。高江は米軍北部訓
練場の真横に位置しており、現在でも毎日のようにヘリの爆音が轟き、兵士の訓練が行わ
れている。

【NO.274】

高江に新しいヘリパッドを建設するという決定がなされた背景には、SACO合意がある。

【NO.275】

一九九五年九月、米兵による少女暴行事件の発生を受けて米軍基地の整理縮小の声が高ま
り、同年十一月、日米両政府の間に「沖縄に関する特別行動委員会（通称SACO）」が立ち
上げられた。

【NO.276】

十二月にはSACO最終報告が発表され、移設条件付きで普天間飛行場や北部訓練場など十一
の基地を「返還」することが、日米両政府間で合意された。その移設条件とは、高江区を
取り囲むように新たに六ヵ所のヘリパッドを建設することだった。

【NO.277】

話し合いを求める住民の声を無視して計画は進められていく。

【NO.278】

高江住民と支援する人々は、二〇〇七年七月二日からヘリパッド建設に抗する座り込み開
始。

【NO.279】

その日から一日も欠かすことなく座り込みを続けている。

【スクリーン】

二〇〇八年

【スクリーン】

二〇〇八年・イラク・日本

【NO.292】

四月十七日、自衛隊イラク派遣に対する違憲判決文。

【NO.293】

航空自衛隊は、アメリカからの要請を受け、二〇〇六年七月頃から、バグダット空港への
空輸活動を行い、週四回から五回、定期的にクエートからバグダットへ武装した多国籍軍
の兵員を輸送していることが認められる。

【NO.294】

武装兵員を戦闘地域であるバグダットへ空輸することは、他国による武力行使と一体化し
た行動であって、自らも武力の行使を行ったとの評価を受けざるを得ない行動であるとい
うことができる。

【NO.295】

よって、イラクにおいて行われている航空自衛隊の空輸活動は、武力行使を禁止したイラ
ク特措法二条二項、活動地域を非戦闘地域に限定した同条三項に違反し、かつ、憲法九条
一項に違反する活動を含んでいることが認められる。

【NO.296】

この判決文は、平和的生存権にも言及している。

【NO.297】

平和的生存権は、憲法九条に違反する国の行為、すなわち戦争の遂行、武力の行使や、戦
争の準備行為等によって、個人の生命、自由が侵害の危機にさらされたり、被害や恐怖に
さらされるような場合、また、憲法九条に違反する戦争の遂行等への加担・協力を強制さ
れるような場合には、裁判所に対し、違憲行為の差止請求や損害賠償請求等により、救済
を求めることができる場合があり、平和的生存権には、具体的権利性がある。

【スクリーン】

二〇〇八年・沖縄

【NO.300】

十一月、高江、スラップ訴訟。

国が高江住民を訴える。高江スラップ訴訟の始まり。スラップ訴訟とは、国や企業が住民
運動の萎縮を狙って起こす訴訟のこと。

【NO.301】
二〇〇八年十一月、国は座り込みが工事の妨げになっているとして、住民ら一五名に対し
通行妨害禁止の仮処分を那覇地裁に申し立てた。

【NO.301-2】

中には一度も座り込み現場に行ったことのない七歳の少女も含まれていた。

【スクリーン】

二〇〇八年・パレスチナ・イスラエル

【NO.302】

十二月二七日、午前十一時三〇分、イスラエルは、パレスチナ自治区・ガザを実質管理す
るハマース政権が停戦の延長に同意せず、ガザからイスラエルへのロケット弾発射をエス
カレートさせたことへの「対応」として、ガザに、大規模空爆を仕掛けた。

【NO.303】

六十機もの爆撃機、軍用ヘリコプター、無人航空機が、百発以上の爆弾を五十以上の

標的に対し投下し、瞬時にして百五十人以上の命が奪われた。

【スクリーン】

二〇〇九年・パレスチナ・イスラエル

【NO.304】

一月三日、イスラエル軍はガザ地区への大規模な砲撃の後、歩兵、戦車、砲撃隊などによ
る地上戦を開始。停戦に至る一月十八日までの、イスラエル軍のパレスチナ自治区、ガザ
への攻撃による死者は、千四百十七人。うち、女性が、百十六人。十八歳未満の子ども、
三百十三人。

【NO.304-2】

パレスチナではこんなことが、ずっとずっと繰り返されている。難民キャンプでしか暮ら
したことのない人たちが、どれだけの数になるのか。

【スクリーン】

二〇〇九年・日本

【NO.305】

一月一日、イラクにおける米軍地位協定、発効。二〇一一年末までに米軍撤退を明記。

【NO.306】

第四十四代アメリカ合衆国大統領にバラク・オバマが就任。

【スクリーン】

二〇〇九年・日本

【NO.307】

三月十三日、ソマリア沖・アデン湾における海賊行為対処のための海上警備行動発令。

【NO.308】

三月十四日、海上自衛隊の護衛艦二隻、ソマリアに向けて出航。

【NO.309】

四月三日、「ジブチ共和国における日本国の自衛隊等の地位に関する日本国政府とジブチ
共和国政府との間の書簡」を交換。

【NO.310】

なにそれ？

【NO.311】

ジブチ共和国ってどこ？

【NO.312】

アフリカの東の方の国で、場所は、ソマリアの上で、エチオピアの隣。今、国連安保理に
よって非軍事的な制裁措置が取られてるエルトリアの下で、海峡渡って向こうはイエメン。
インド洋から紅海への入り口にあって、その海峡の先がスエズ運河。

【NO.313】

なんか、むっちゃ危ない場所な気がする。

【NO.314】

危ないよ。日本はソマリア沖の海賊対処のために、このジブチに常設の自衛隊の基地を置
いて、日ジブチ地位協定を結んだってこと。

【NO.315】

日本の自衛隊が、海外に常駐基地？

【NO.316】

いつの間に？

【NO.317】

だから二〇〇九年の四月三日に、地位協定結んだって言ってるでしょ。日本の自衛隊の施
設、部隊、船舶、航空機、通信、公文書及び書類など、いずれの時、いずれの場合におい
ても不可侵。部隊、施設、用具、財産および資産など、捜査、差し押さえ、あらゆる形式
の訴訟手続きが、所有地及び占有者のいかんを問わず、いっさい免除。

【NO.318】

まんま沖縄じゃん！

【NO.319】

それ、日本が他の国にやってたんだ。

【NO.320】

六月十九日、海賊行為の処罰及び海賊行為への対処に関する法律（海賊対処法）が成立。

【NO.320-2】

自衛隊がジブチに常駐基地を置き、日ジブチ地位協定があること。それをほとんどの日本
国民が知らないように、沖縄の米軍基地が同様の差別的な地位協定に基づいて置かれてい
ることをアメリカの国民は知らないのだろう。いや、日本の国民だってほんとうには知ら
ないのだ。

【NO.322】

八月三十日、第四十五回衆議院議員選挙に置いて、民主党が総議席の三分の二に迫る、
三百八議席を獲得し、圧勝。

【NO.323】

九月十六日、鳩山由紀夫内閣誕生。

【NO.324】

沖縄では、全選挙区において辺野古新基地建設計画に反対する議員が当選。

【NO.325】

十二月十一日。高江スラップ訴訟に関して、那覇地裁は、住民十四名のうち、十二名につ
いては、国の申し立てを却下したが、二名に対しては妨害禁止命令を出す。

【スクリーン】

二〇一〇年　沖縄

【NO.326】

一月二十四日、名護市で新基地建設反対の稲嶺市長誕生。

【NO.327】

一月二九日、国が高江住民二名を相手に本裁判を起こす。

【NO.328】

四月八日、アフガニスタンでアメリカ空軍のＣＶ-二二オスプレイが夜間作戦中に着地に

失敗、兵士三名、民間人一名、死亡。

【NO.329】

五月四日、 アメリカ軍普天間基地の移設問題で鳩山由紀夫首相が沖縄を訪問し、沖縄

と徳之島に分散移設する方針を表明。

【NO.330】

しかしその五月のうちに、鳩山首相、普天間県外移転を断念、移転先を辺野古周辺と

する日米共同声明に合意。辺野古回帰。

【NO.331】

「最低でも県外」としていた鳩山首相曰く「海兵隊はユクシ力だから」

【NO.332】

解説しよう。ユクシとは沖縄の言葉でウソ。海兵隊が抑止力なんてウソだろうという

ユクシ力。

【NO.333】

さらに解説。その言葉を吐いた鳩山首相は辞任後「抑止力だというのは方便だった」とイ
ンタビューで語っている。

【NO.334】

あたってんじゃん、ユクシ力で。

【NO.335】

五月二十八日、普天間基地の閣議決定を巡り、署名を拒否した福島瑞穂内閣府特命担当大
臣を罷免、後任は平野博文内閣官房長官が兼務。

【NO.336】

民主党政権が辺野古回帰した後も、沖縄は粘り強く反対の声を上げ続け、自民党沖縄県連
も普天間は県外移設と公約を変更。

【NO.337】

民主党政権では野党だったからね。

【NO.338】

六月二日、鳩山由紀夫首相が辞任表明。

【NO.339】

六月四日、民主党代表選挙で菅直人副総理兼財務相を選出、衆・参両院の本会議で総理大
臣指名選挙が行われ第九十四代首相に選出。八日、菅内閣が発足。

【NO.340】

九月七日、尖閣諸島付近の海域をパトロールしていた巡視船が、逃げようとした中国籍の
漁船にぶつけられた。その映像はやがてYouTubeで全世界の人に公開された。

【NO.341】

海上保安庁は同漁船の船長を公務執行妨害で逮捕したが、中国政府は「尖閣諸島は中国固
有の領土」と主張、船長・船員の即時釈放を要求。

【NO.343】

十二月十八日、チュニジアで起こった暴動がきっかけで、二十三年以上続いたベンアリ政
権が崩壊。その後、アラブ世界に波及した前例のない大規模反政府デモや抗議活動を総称
して、「アラブの春」と呼ばれた。

【スクリーン】

二〇一一年

【NO.344】

三月十一日、午後二時四六分。宮城県牡鹿半島沖を震源とした、地震発生。マグニチュー
ド9.0 日本国内の観測史上最大。東日本大震災。
【NO.345】

高さ十メートルにも及ぶ大津波が岩手県・宮城県・福島県を中心とする東日本太平洋沿岸
に甚大な被害をもたらした。

【NO.346】

二〇一四年二月現在、避難者数二十九万三千七百八十二人。死者一万五千八百八十三人。
行方不明者二千六百五十五人。

【NO.347】

福島第一原発。

【NO.348】

このとき稼働中だった一号機、二号機、三号機が地震により自動停止。

【NO.350】

十五時二十七分、津波の第一波。

【NO.355】

十九時三分、原子力緊急事態宣言の発令。二十時五十分、福島県対策本部から半径二キロ
の住民、千八百六十四人に避難指示。

【NO.356】

二十一時二十三分、半径三キロ以内の住民に避難命令。十キロ圏内の住民に屋内退避命令。

【NO.360】

三月十二日、一号機水素爆発。

【NO.363】

三月十四日、三号機爆発。

【NO.368】

三月十五日、これまでで最高の一万一千九百三十マイクロシーベルト毎時のガンマ線検出。

【NO.369】

同十五日、四号機建屋で火災。

【NO.371】

三月十八日、国際原子力事象評価尺度、レベル五（ファイブ）。

【NO.372】

四月十二日、レベル、七（セブン）。チェルノブイリと同じレベル。

【NO.373】

原発事故による被災者三十二万人。その約半数の十五万人が、二千十四年現在も避難生活
を送っている。

【NO.374】

トモダチ作戦

【NO.375】

東日本大震災に対して行われた災害救助・救援および復興支援を活動内容とするアメリカ
軍の作戦。二万四千人の将兵、百九十機の航空機。二十四隻の艦艇が参加。

【NO.376】

運びこんだ物資の総量は飲料水八千トン、食糧百九十トン。

【NO.377】

米国政府は「トモダチ作戦」の予算八千万ドル、日本円にして約六十八億円を日本政府に
請求。
【NO.378】

その上三月三十一日、日本は「思いやり予算の特別協定」として今後五年間、約千八百八
十億円を米軍に支払い続けると決めた。

【NO.380】

五月一日、米軍などがアルカイダの指導者ウサマ・ビンラディンを殺害。

【NO.381】

五月六日、菅直人首相は浜岡原子力発電所について、『中長期的地震対策が完成するま
で』、全ての原子炉と施設の運転中止を要請。

【NO.382】

五月十四日、国内すべての原子炉が運転停止。

【NO.383】

六月一日、自民党と公明党、たちあがれ日本が三党合同で内閣不信任決議案を提出。

【NO.384】

六月二日、衆議院で内閣不信任決議案は否決されたが、菅直人首相は「東日本大震災の対
応に一定のメドがついた段階」で退陣することを表明。

【NO.385】

六月、沖縄県の上原良幸副知事。

【NO.386】

トモダチ作戦の美化だけはやめてほしい。米軍への感謝と基地問題は別。それほどまでし
て米軍が日本を助けようとする真意を知ってほしい。
【NO.387】

七月七日、アフリカ、ジブチ共和国に建設中だった航空自衛隊の基地完成。

【NO.388】

日本初の自衛隊の海外常駐基地。

【NO.392】

八月二十九日、 民主党代表選挙にて、野田佳彦が民主党代表に選出。

【NO.393】

十二月七日、 関西電力美浜発電所二号機に加圧器でトラブル発生、手動停止。

十二月十六日、 九州電力玄海原子力発電所3号機で放射性物質を含む冷却水約一・八トン
が漏れた。

【スクリーン】

二〇一一年・イラク

【NO.395】

十二月十八日、イラク駐留米軍、撤退完了。

【NO.396】

マリキ政権、スンニ派のハシミ副大統領をテロ関与の容疑で告発し逮捕命令。これを

手始めに、スンニ派への弾圧を一気に強める。

【NO.398】

十二月三十一日、指名手配されていたオウム真理教の平田信が出頭。

【スクリーン】

二〇一二年

【NO.399-1】

二月十日、復興庁、発足。

【スクリーン】

二〇一二年・沖縄

【NO.400】

二月二〇日、沖縄県の仲井眞知事。沖縄防衛局が県庁守衛室に置き捨てて行った環境影響
評価書に対して、

【NO.400-2】

仲井真：「当該評価書で示された環境保全措置等では、事業実施区域周辺行きの生活環境
および自然環境の保全は不可能」

【NO.401】

四月十一日、アメリカ海兵隊のオスプレイMV-二二、一機が、モロッコの南方沖海上で訓
練中、離艦後に墜落。全搭乗員四名中、二名死亡、二名重症。
【NO.402】

七月一日、森本防衛大臣は沖縄県庁を訪れ、仲井眞県知事に対して普天間飛行場へのオス
プレイ配備の米側計画を説明。 

【NO.403】

仲井真：「配備を強行したら、全基地即時閉鎖という動きに行かざるを得ない」「配備中
止を含めて対応してほしい」

【NO.403-2】

仲井真知事が国の要求をはねつけていた時代。

【NO.404】

三月十四日、那覇地裁は高江スラップ訴訟判決で、住民一名の「妨害行為」を認定。住民
側は直後に控訴。
【NO.404-2】

七月１８、１９日。ピース・リーディング『私の（わったー）村から戦争が始まる　沖縄
やんばる・高江の人たちが守ろうとしているもの』

【NO.409】

七月二十三日、海兵隊のMV二二オスプレイ十二機、沖縄の反発を避け山口県の岩国基

地に陸揚げ。 

【NO.410】

九月九日、宜野湾海浜公園でオスプレイ配備に反対する県民大会。一〇万人余が結

【NO.411】

岩国基地に陸揚げされたオスプレイが九月二十八日に普天間基地に配備されるという

情報が伝えられた。前日の二十七日、配備に反対する市民が普天間のゲートに向かいデ

モをはじめた。阻止しようとする県警と揉み合いになり、ゲート前に座り込むことにな

る。夜。「普天間爆音訴訟」の街宣車がゲートに横付けされる。普天間のゲートは外側

から封鎖された。普天間基地内に兵士や整備員が入れなければ、オスプレイは配備出来

ない。二十九日未明。台風の最中、市民有志により、大山ゲートが複数の車で封鎖され

る。さらに佐間下ゲートも封鎖。普天間の全ゲートが市民により封鎖される。三十日早

朝、八十人の市民が大山ゲート前の車を囲んで座り込み開始。13時前、機動隊など約二

百人が座り込みを包囲。強制排除開始。車両レッカー移動開始。力ずくで大山ゲート前

の市民は排除される。十六時前、野嵩ゲートに機動隊到着。19時過ぎ、野嵩ゲートでも

座り込み強制排除開始。一人を四人の警官が持ち上げ運ぶ。ゴボウ抜き。「危ない！」

「殺す気か！」の怒号入り乱れる。県警は米軍からの要請で出動したと説明。沖縄県民

同士が争わされているのだ。十九時半、最初のケガ人。レッカー車が車両を排除。ゴボ

ウ抜きされた市民を機動隊の大型車両で囲み隔離。法的根拠はない。中には国会議員も

県議も市議もいた。三十日二十三時三十分、最後まで残っていた車の上の八人が降り、

座り込みは終わった。 市民が米軍基地を4日間にわたり封鎖したのは初めてのことだ。

【NO.438】

翌十月一日、ゲート前で抗議集会を行う県民の頭上を岩国基地から飛び立ったオスプ

レイが飛来し普天間基地に着陸した。三日後には高江にも飛来。

【NO.439】

十二月一六日の衆院総選挙で自民党が絶対安定多数の議席を獲得。

【NO.441】

二十六日、第二次安倍内閣が発足。

【スクリーン】　

２０１３年　イラク

【NO.443】

四月、スンニ派住民による反政府デモを政府軍が弾圧。数十人の死者を出す。
その後、双方の対立は次第に激化。ファルージャ、ラマディでは、イラク政府軍の攻撃に
よって、子どもを含め（た）大勢の民間人が死傷。
それは、「「対テロ法」の撤廃を求める反政府デモとそのデモを支持する部族」対「「対
テロ法」の名の元にスンニ派の粛清を図るマリキ政権」との戦いだ。アメリカは、「民主
的な政府によるテロの掃討」としてマリキ政権に武器を売り、対テロ訓練をする。

【NO.446】

高遠菜穂子です。イラク人道支援ボランティアを続けています。
かつて平和に暮らしてきた同胞が憎悪をたぎらせ、殺し合う。イラクの友人たちと一緒に
再建した学校は避難民でいっぱいになりました。道路は封鎖され、食料や医薬品を届ける
のも容易ではありません。「十年間、私がやってきたことは何だったのだろう」。
ボディーブローのような喪失感に襲われていた時、一通のメールが届きました。

イラクの友人カーシムからだった。

【NO.450】

カーシム「気付いた？」

【NO.451】

カーシムの言葉に、添付された写真の一枚に目を凝らすと、政府軍の攻撃によって瓦礫と
化した彼の家の台所に、一冊の写真集がありました。それは六年前、彼を日本に招いた時、
沖縄県伊江島にある阿波根昌鴻（あはごんしょうこう）さんの資料館でいただいたもので
す。沖縄の反戦運動の象徴的存在だった阿波根さんは非暴力で米軍の土地接収に抵抗し続
けた。その様子をカメラに収めた写真集が、そこにはありました。
【NO.452】

カーシム「その写真集は、荒れ果てた部屋の床に、無傷で落ちていたんだ。ぼくはそ

れを見たとき、ものすごい怒りがすーっと静まったんだ。」

【NO.453】
六月十三日、ピースリーディング『いま、憲法のはなし〜戦争を放棄する意志〜』

【スクリーン】

二〇一三年、沖縄

【 NO.454】
九月　オスプレイ十二機、追加配備

　

【NO.455】
一月二十八日、オスプレイ配備撤回と辺野古新基地建設断念を求める「建白書」を携え、
沖縄の議員や首長らが上京。 

【NO.456】
沖縄からの超党派上京団と国会議員を含む約四千人が日比谷野外音楽堂で抗議集会、

銀座に向けてデモンストレーションを展開。

【NO.457】
デモ行進に参加した沖縄からの上京団は「うじ虫、売国奴、日本から出て行け」など

のヘイトスピーチを浴びることになる。

【NO.458】
沖縄は当時は自民党も含めて超党派でオスプレイ配備、辺野古新基地建設への反対を継

続していた。 

【NO.459】
三月二十二日、沖縄防衛局は沖縄県北部土木事務所に辺野古新基地建設のための「埋

め立て申請書」を姑息な早業で提出。

【NO.462】
政府・自民党も沖縄の超党派による辺野古新基地建設反対の切り崩しにかかる。 

【NO.463】
衆院沖縄４区当選の西銘衆院議員

【NO.463-2】
「普天間の危険性の除去という原点に立ち返るしかない。辺野古は万やむなし。県外移設
は具体性がない。」
【NO.464】
自民党は参院選で安定多数を確保すると、「県外移設」を主張する沖縄選出の自民党国会
議員に対し、石破幹事長らが除名処分をちらつかせ辺野古移設受け入れを迫る。

【NO.465】
十一月二十五日、石破茂幹事長と沖縄選出の５人の自民党所属国会議員が共同で記者会見。
「辺野古移設容認」を発表。

【NO.467】
沖縄タイムス社説。

「歴史の歯車が一八七九年の琉球処分まで後戻りしたような印象」「説明する石破幹

事長は琉球処分官。一言も発言する機会がなく、椅子に座ったまま硬い表情の国会議

員五人。」

【NO.468】
沖縄県東村高江では、二月、新設される予定である六つのオスプレイパッドの内、一つが
完成していた。

【NO.469】
高江スラップ訴訟は六月二五日、福岡高裁那覇支部における判決で、高江住民一名の控訴
を棄却。住民側敗訴。のちに住民側は最高裁に上告。

【NO.470】
十一月二十六日、衆議院にて、特定秘密保護法案、強行採決、自民・公明・みんなの賛成
多数で可決し衆議院を通過。十二月六日夜、参議院本会議で与党の賛成多数で可決・成立
した。

【NO.471】
十一月二十七日、日本版ＮＳＣ、国家安全保障会議の創設関連法が国会で成立。

【NO.472】
十二月一日、自民党沖縄県連は総務会を開催し「野古移設を含むあらゆる選択肢を排除し
ない」とする方針を正式決定。県外移設を求める公約をくつがえし、政府が進める名護市
辺野古への移設を容認。

【NO.473】
十二月二十五日、安倍首相と仲井眞沖縄県知事が首相官邸で会談。

【NO.474】
首相から示された沖縄振興一括交付金の増額や地位協定への追加条項についての日米

協議など沖縄問題への対処策をと評価してみせる。

【NO.474-２】
「驚くべき立派な内容だ」。

【NO.475】
翌、二十六日、安倍首相は靖国神社に参拝。

【NO.476】
十二月二十七日、仲井眞沖縄県知事は沖縄防衛局より提出されていた辺野古新基地建設の
ための埋立申請を「承認」。

【NO.477】
「辺野古移設計画の見直しを求める」と公約し当選した県知事の公約違反へ県民は猛反発。

【NO.478】
六月二七日、東京都教育委員会は、高校で使う特定の日本史教科書に国旗国歌法に関し不
適切な記述があるとして、各都立高に「使用はふさわしくない」とする通知を出した。高
校の教科書は各校長が選定して都道府県教委に報告することになっており、選定に教委が
事実上の介入をするのは極めて異例。
都教委が問題視している、実教出版の日本史Ａには十一年度の検定で「政府は国旗掲揚、
国歌斉唱などを強制するものではないことを国会審議で明らかにした。しかし現実はそう
なっていない」との記述に文部科学省の意見がつき、後半を「公務員への強制の動き」な
どと書き換えて合格したものだ。都教委幹部は「『公務員への強制』という表現は明らか
に間違っており、採用するわけにはいかない」と話している。

【NO.481】
十二月十三日、特定秘密保護法交付。

【NO.482】
特定秘密保護法とは、「防衛」「外交」「安全脅威活動」「テロ」の四分野の情報のうち
「特に秘匿することが必要であるもの」を「特定秘密」に指定、取扱者の適正評価の実施
や、漏洩した場合の罰則などを定めた法律である。

【NO.483】
明日の自由を守る若手弁護士の会です。「特定秘密保護法」には大きな問題点が四つあり
ます。

一つ目は、これが「不特定秘密保護法」になっていて、何が秘密か分からない点。

二つ目は、「適性評価」の身辺調査対象が公務員だけではないという点。
【NO.484】
え？　特定秘密を取り扱えるのは、大臣、副大臣、政務官や、「適正評価」を受けた公務
員に限るんじゃないの？

【NO.485】
自衛隊に何かの機材や商品を納入している業者も「特定秘密」を扱っていることになりま
す。実は法案成立前、政府は身辺調査の対象になる人数を見積もりました。するとなんと
十万人にもなったんです。しかもそれだと多すぎて批判が出ると思ったのか審議中はその
数を隠していました。

そして三つ目は、市民が犯罪者扱いされる危険があること。

【NO.486】
「刑事特別法」でさえ既に、軍艦の乗組員相手のクリーニング屋さんが「艦隊の入港予定
日」などの情報をもらっていただけで、懲役八か月の判決を受けています。

【NO.487】
四つ目の問題点ですが、本当に必要なのかどうかも分からない法律で、国民の知る権利が
著しく損なわれる、国際的にも非常識な法律であることです。実際、「国境なき記者団」
によると、日本の報道の自由度は二〇一〇年には十一位でしたが、この法案が通ったこの
年、五十三位にまで転落しています。

【NO.488】
沖縄の抵抗運動を鮮やかに切り取ったドキュメンタリー映画「標的の村」監督、三上智恵
さん。

【NO.489】
三上：この法律の対象は、「スパイ行為」ですね。沖縄戦で沖縄の住民がスパイだと虐殺
される根拠になった「軍機保護法」をなぞる内容です。

【NO.490】
日中戦争さなかの昭和十二年、軍機保護法改正。

【NO.491】
「外国のために行動する者に漏洩したら死刑」。

【NO.496】
石原：当時は軍民雑居で、陣地作りに総動員されていましたから、住民も軍人同様軍事機
密を知っていました。だから、敵に捕まって漏らされる前に死んでもらう、と。

「スパイ容疑」か、「自決」に追い込む。

【NO.497】
三上：軍隊の情報と隣り合わせに生きる恐怖を改めて感じますが、特定秘密保護法は、そ
の軍機保護法の復活であるという視点、これは沖縄にとって最も恐ろしい指摘です。

【NO.503】
柳沢協二です。小泉内閣、第一次安倍政権で内閣官房副長官補として、安全保障危機管理
担当を務めました。
官邸の情報を独占する日本版ＮＳＣ、政権に安保政策に関する白紙委任状を与える特定秘
密保護法、そして集団的自衛権で、専守防衛を超えた武力行使を可能とさせてしまうので
す。

【スクリーン】

二〇一四年　ウクライナ

【NO.505】

ウクライナの東側は、ロシアが好き。

【NO.505-２】
ウクライナの西側は、ロシアが嫌い。

【NO.505-３】
ウクライナは天然資源に恵まれた、ヨーロッパの穀倉地帯。冷戦終了に伴い独立。

【NO.505-４】
西側の人は言う。

【NO.505-５】
「ＥＵ加盟でより良い暮らしができるよ」

【NO.505-６】
ウクライナに過去20年間で50億ドルを投資したアメリカは、IMF改革を要求。

【NO.505-７】
「ウクライナは欧米と連携し、EUに加盟すべきだ」「ロシア寄りのヤヌコーヴィチ政権で
はいつまでたってもＥＵに入れない」

【NO.505-８】
ソチオリンピック開催中の二〇一四年二月、反政府運動勃発。

【NO.505-９】
親欧米派の野党勢力と政府治安部隊が衝突、双方に多数の死者。

【NO.505-10】
2月22日、最高議会はヤヌコーヴィチ解任と大統領選挙の繰り上げ実施を決議。

【NO.505-11】

ヤヌコーヴィチはロシアに逃亡。

【NO.505-12】
親欧米派の新政権が発足。

【NO.505-13】

「西側の言う通りにしてたら西の物差しで計られる。年金支給額は半減、財政破綻で国営資産を売りに出さなきゃならなくなる」

【NO.505-14】
ロシアの軍港を抱えるクリミア半島は地政学的にロシアの生命線。

【NO.505-15】
プーチン大統領は、ウクライナの極右民族主義勢力からクリミア半島内のロシア系住

民を保護するという名目で、軍事介入を開始。

【NO.505-16】
クリミア自治共和国およびセヴァストポリ特別市の住民は歓迎。

【NO.505-17】

「クリミア半島はもともとロシアだ」

【NO.505-18】
3月17日、「クリミア共和国」の独立とロシアへの編入を求める決議。

【NO.505-19】
欧米諸国はこの動きを国際法違反の侵略で無効とし、ロシアへの制裁を実施。

【NO.505-20】

暫定政権と分離独立派の間で、ヨーロッパでは旧ユーゴ内戦以来といえる武力衝突が

繰り返される。

【NO.505-21】
一般市民を含む死者数は数百人。

【NO.505-22】

こういうニュースは今までよその話だと思っていませんでしたか。

【NO.505-23】
日本には関係ないからね。

【NO.505-24】
もし、もしも。日本が北方領土返還と引き替えにロシアと軍事同盟を結んでいたら。

【NO.505-25】
えっ。

【NO.505-26】

プーチンからのお願いが届く。

【NO.505-27】

「集団的自衛権があるんでしょ。いざって時は頼むよ」

【NO.505-28】

ある日ロシアが、ロシア系住民が多いウクライナ東部に侵攻、戦闘に発展したら。

【NO.505-29】
もしもウクライナがNATO加盟を決め、ロシアとNATO間の緊張が弾けたら。

【NO.505-30】

アメリカからのお誘いが届く。

【NO.505-31】

集団的自衛権を行使する最初のチャンスが来たぞ。

【NO.505-32】

ロシア回帰を求める国民にウクライナという国家がテロを仕掛けている。

【NO.505-33】

ロシアの蛮行は自由社会に対するテロに等しい。

【NO.505-34】

テロリストとたたかうのは正義の戦争だ。

【NO.505-35】
テロリストを倒せ。

【NO.505-36】

テロリストを潰せ。

【NO.505-37】
どっちがテロリスト？

【NO.505-38】

自衛官の私は集団的自衛権に基づきロシアの援軍に来ました。

【NO.505-39】

自衛官の私は集団的自衛権に基づきロシアを倒しに来ました。

【NO.505-40】

（見合って）えーっ。

【NO.505-41】

どっちもあり得るわけ？！

【NO.505-42】

戦争をするということは敵を作るということです。戦争をしなければ敵はいない。簡

単な理屈です。

【NO.505-43】

戦争を放棄するということは、お互いに恨み憎むことをやめる。敵を作らないという

ことです。

【スクリーン】

二〇一四年　沖縄

【NO.506】

二〇一四年五月、沖縄県の竹富町教育委員会に対する「違法確認訴訟」の提起を文部科学
相が断念。三年にわたる八重山教科書問題の決着である。

【NO.506-2】

二〇一一年八月。沖縄竹富町、石垣島、与那国島の教育委員会で構成される八重山教科書
採択地区協議会は、公民の教科書選定にあたり、石垣・与那国が育鵬社版の教科書を採択、
竹富町のみが東京書籍版を採択する。

【NO.507】

全国的に選択数が圧倒的に多い東京書籍版は、沖縄の基地問題に関して比較的詳しく記述
しているのに対し、育鵬社版は沖縄への言及は少ない。育鵬社版を採択した石垣、与那国
は国費で教科書を供与、東京書籍版を採択した竹富町は、町の財源により東京書籍版を購
入。

【NO.507-2】

文科省は教科書無償措置法に反するし、強く是正を要求するが、竹富町側は一切これに応
じず。

【NO.507-3】

竹富町が単独で東京書籍版を採用することは、地方教育行政法により適法である。

【NO.507-4】

二〇一三年三月。義家弘介文部科学大臣政務官が竹富町を訪れ「違法状態」を強調。

育鵬社版の使用を求めた。

【NO.507-5】

竹富町教育長は拒否。

【NO.507-6】

文科省は是正要求を繰り返す。

二〇一四年四月。改正教科書無償措置法成立。竹富町への育鵬社版教科書使用の強制が可
能になるが、同時にこの改正によって、竹富町の協議会離脱も可能となる。

【NO.507-5】

二〇一四年五月。竹富町は協議会からの離脱を宣言。県教育委員会がこれを承認。下村文
部科学大臣の批判に対し、

【NO.507-6】

「違法性はない。文科省としては受け止めざるを得ない」

【NO.508】

六月、沖縄県竹富町。人口４２００人のこの小さな町は、政府による教育現場への強権的
な圧力に屈することなく、平和に重点を置く教科書を用いるという自らの判断を貫き通し
た。

【NO.509】

子供達にとって最良の選択を守り抜いたのだ。

【NO.510】

二〇一四年三月。沖縄防衛局はふたつ目のヘリパッド完成を発表。

【NO.511】

六月十三日、沖縄県北部高江のスラップ訴訟。最高裁は上告を棄却。住民一名の妨害禁止
を命じた一審判決が確定。

【NO.512】

「標的の村」、三上智恵監督のFacebook。

【NO.513-2】

紙面を見て、情けなくて、苦しくなって泣いた。現場に行ったことのない子供まで見せし
めに使う防衛局の恥知らずな悪ふざけを私は絶対に許さないと決めた。

【NO.513-3】

防衛局は百六十人しかいない高江の小さな座り込みなんて裁判にかければ終わらせられる
と踏んだにちがいない。世論がこの判決を黙殺すれば、辺野古も原発も、あらゆる声を封
じこめる武器となるだろう。最高裁の棄却がどんなに重い意味を持つのかまだわからない
のだろうか。中央メデイアはこのニュースにほぼ関心を示さなかった。声をあげたら国に
訴えられる、それを最高裁が是認した国になったことを誰も知らない。

【NO.514】

六月二二日、沖縄タイムスより。

【NO.515】

米軍普天間飛行場の名護市辺野古沿岸部への移設問題で日米合同委員会は常時立ち入りを
禁止する制限水域を大幅に拡大することを合意した。

【NO.516】

キャンプシュワブ沖は陸から５０メートル以内の水域を常時立ち入り禁止としてたが、今
回の合意で最大２・３キロにまで広げた。水域は約５６１・８ヘクタールに及び、埋め立
て予定地がすっぽり収まる。

【NO.517】

国は水域の境界線沿いに目印となるブイを設置する方針だ。反対派が海上行動で制限水

域内に入れば、刑事特別法を適用し、逮捕するつもりなのである。

【NO.518】

埋め立て予定地がすっぽり収まる地域を新たに立ち入り禁止にし、そこを越えたら逮捕

すると脅す。仲井真弘多知事が県民と交わした「県外移設」の公約を破り、埋め立てを

承認した罪は限りなく重い。

【NO.519】

QAB沖縄朝日放送より。

【NO.560】

沖縄防衛局の環境影響評価書によると沖縄には少なくとも三頭のジュゴンがいることがわ
かっている。そして辺野古のこの海域では三年連続で、ジュゴンが食事をした後、食み跡、
つまり海藻を食べながら通った跡が発見されている。

【NO.561】

今年もすでに５月、６月と連続で、

【NO.562】

キャンプシュワブのビーチからおよそ五〇メートルの地点に、一か月以内のものとみら

れる新しいジュゴンの食み跡。

【NO.563】

そこは基地のための埋め立てが予定されている海。

【NO.564】

調査に参加したダイバー、鈴木雅子さん。

【NO.565】

かなりたくさん食み跡ありました。最近のものです。今、ジュゴンが少し静かになってき
て、帰ってきている。その海がまた、争いの海になって、ここにコンクリートの一〇メー
トルの高さの構造物ができるのは信じられない、あってはならないです。

【スクリーン】

二〇一四年　武器輸出

【NO.566】

四月一日、政府は「武器輸出三原則」に代わる「防衛装備移転三原則」を閣議決定。米国
が進めるＦ-35型戦闘機の開発に関し、日本企業の参画を認め、Ｆ-35を武器輸出三原則
の例外とする。

【NO.567】

Ｆ-35は、レーダーに映りにくいステルス機能を持つ万能型の戦闘機。特に空爆を得意と
する。開発元のロッキード・マーチン社は「全部品の四十％を日本産にする」と提案、三
菱重工などが開発計画への参加企業に。
このＦ-35、中東で戦争を繰り返すイスラエルで使われる可能性がある。新原則案では「紛
争当事国」への輸出を禁じているが、その定義は「武力攻撃が発生し、国際平和や安全を
維持、回復するため、国連安保理が取っている措置の対象国」「湾岸戦争時のイラクなど
を念頭にしている」。そして自民党本部、安全保障関連部会の合同会議では、

【NO.568】

「イスラエルは武器輸出禁止対象国に入らないだろう」。

【NO.569】

日本は、イスラエルに武器を送れる国になった。

【スクリーン】

二〇一四年　集団的自衛権

【NO.570】

 五月十五日、安全保障の法的基盤の再構築に関する懇談会、略して、安保法制懇の報告書が提出された。

【NO.572】

半田滋です。日本周辺に安全保障上の緊迫した事態はない。

【NO.573】

安保法制懇報告書趣旨。そもそも憲法第９条を巡る解釈は一貫していたわけではない。

【NO.574】

憲法９条の基では集団的自衛権は行使できない、

そのことは、戦後どの政権下でも一貫してた。

【NO.575】

憲法前文にある「平和的生存権」「国民の生命」「自由及び幸福追求の権利」を守るため

政府の解釈で「集団的自衛権」を行使することは可能であり、憲法改正が必要だという指摘は当たらない。また、国連の集団安全保障措置等への参加についても、政府の解釈によって可能である。 

【NO.576】

これはまさに、クーデターに類することだ！

高橋哲哉です。歴代政権が憲法の擁護義務のもとで認めてきた解釈を一内閣の恣意で変え
てしまう。これが許されて、実際に法が改正され、集団的自衛権が行使されれば、まさに
クーデターとしか言えない。「基本的人権の尊重」「主権在民」といった憲法の原則も解
釈で変更できることになる。これはナチスが全権委任法を作り、ワイマール憲法を無力化
したやり方だ。

【NO.577】

安保法制懇報告書より。

イラクのクウェート侵攻のような国際秩序の維持に重大な影響を及ぼす武力攻撃が発生し
た際の、国連決定に基づく活動への参加。このケースも「国連常任理事国が拒否権を発動
せず」「国際平和の回復と安全のため必要」。「テロが蔓延し」「我が国の国民の生命・
財産に甚大な被害を与える可能性がある」場合、参加は可能。

【NO.578】

これほど離れた地域の紛争が「国民を守るため」に必要と判断されるなら、ほとんどの戦
争や紛争に、日本は、加害者として参加できることになる。

【NO.579】

軍事ジャーナリストの世良光弘です。安倍首相は「自衛隊が湾岸戦争やイラク戦争での戦
闘に参加するようなことは決してない」と明言しているが、具体的な「歯止め」がきわめ
て曖昧で疑問が残る。自衛隊は「暴走」しないようにシビリアン・コントロール下に置か
れていれるが、現在、「暴走」しているのは政府の方ではないのか。

【NO.580】

六月九日、立憲デモクラシーの会・緊急記者会見。

【NO.581】

法政大学の山口二郎です。

まず、内閣の憲法解釈の変更によって憲法九条の中身を実質的に改変するというのは、近
代立憲主義を否定し、「法の支配による国家」を、「人の支配による国家」へ逆行させる
ものです。

【NO.582】

実際、安倍首相は二月二十日の衆院予算委員会で、「憲法解釈の変更で集団的自衛権の行
使が容認できるのか」という「内閣法制局」への質問に対して、

【NO.583】

先ほどから、法制局の答弁を求めていますが、最高責任者は私です。

【NO.584】

政府が暴走しないように憲法があり、その憲法の解釈を国会で示すのが法制局の役割なは
ずだ。憲法解釈の問題だからこそ、法制局に答弁が求められたのに、「最高責任者は私
だ」と言うのは、ならず者が街を支配して「俺が法律だ」と言うのに等しい。

【NO.585】

あのー。ごめん！　「集団的自衛権」って、なに？

【NO.586】

えー、マジ？

【NO.587】

さっきから、何聞いてた！　

【NO.588】

あ、いやあの、「自分の国攻撃されたら守る」っていうのが「個別的自衛権」で、「自分
の国が攻撃されてないのに同盟国の戦争について行っちゃう」のが「集団的自衛権」かな
ぁ…って、ざっくりは分かるんだけど、実は、安倍首相のアメリカの船が…とか、駆けつ
け警護が…とか言われると混乱しちゃって…。

【NO.589】

ああ。そこはわざと混乱させる言い方してるから。

【NO.590】

五月十五日、安部総理の冒頭発言

【NO.591】

今や海外に住む日本人は百五十万人。その場所で突然紛争が起こることも考えられます。
そこから逃げようとする日本人を、同盟国である米国が救助、輸送しているとき、日本近
海で攻撃があるかもしれない。このような場合でも、この米国の船を日本の自衛隊は守る
ことができない、これが憲法の現在の解釈です。

【NO.592】

軍事常識上ありえない。「机上の空論」です。「戦闘地域から日本に避難する日本人を乗
せたアメリカ艦艇への攻撃」と言いますが、そもそも戦闘地域にいるアメリカ艦艇が、日
本人を避難させてわざわざ日本まで送り届けてくれるために、戦場を離れますか？

【NO.593】

元自衛官の泥憲和です。安部総理の言う、外国で戦争が起きて、避難してくる日本人を乗
せたアメリカ軍の船を自衛隊が守れないって話、あれ、まったくのデタラメですからね。
米軍が日本人を守って避難させるなんてことは、絶対にありません。そのことは、アメリ
カ国防省のホームページにちゃんと書いてあります。アメリカ市民でさえ、軍隊に余力が
あるときだけ救助すると書いてますよ。ベトナム戦争の時、米軍は自分だけさっさと逃げ
出しました。そのとき、逃げられなかった外国の軍隊がありました。どうしたと思います
か。軍隊が、赤十字に守られて脱出したんです。そういうものなんですよ、戦争というの
は。

【NO.594】

そもそも日本人が乗っている艦艇を守るなら「個別的自衛権」の問題でしょう。

【NO.595】

え、そうなの？

【NO.596】

日本を救援する米艦艇に対し、その日本に対する救援活動が阻害されるという場合におい
て、日本側がこれを救い出すということは、領海に置いても公海に置いても、憲法に違反
しない個別的自衛権の範囲である。

【NO.597】

安倍：誰だ、お前は。

【NO.598】

一九八三年一月四日、衆院でこのように答弁した、中曽根康弘だ！

【NO.599】

現在、アジアで、アフリカで、たくさんの若者たちがボランティアなどの形で地域の平和
や発展のために活動をしています。しかし、彼らが突然武装集団に襲われたとしても、日
本の自衛隊は彼らを救うことができません。日本の自衛隊は彼らを見捨てるしかないので
す。これが現実なのです。

【NO.600】

日本国際ボランティアセンター、スーダン現地代表、今井高樹

【NO.601】

安倍首相が「現地で活動する日本のＮＧＯへの駆け付け警護」を持ち出していると知り、強い驚きと違和感を禁じ得ません。私は、「紛争国」と呼ばれる南スーダン及びスーダンに七年間にわたり駐在し、現地での人道支援活動に従事しています。その間、カドグリ市で武力紛争に遭遇、国連職員などとともに市街戦からの緊急退避を経験しました。

【NO.601】

首相が記者会見で示した図は、武装集団がＮＧＯを攻撃し、そこに自衛隊が駆け付けて救出するという分かりやすい構図ですが、紛争の現場はそれほど単純なものではありません。政府軍と反政府軍とがともに民兵を動員して、区別も曖昧な中で戦闘が行われていました。市内では戦闘と同時に、「兵士」であるはずの者が商店や住宅に押し入り破壊や略奪行為が行われ、危険はＮＧＯや国連の施設にまで迫っていました。

【NO.601】

私たちは国連平和維持軍が派遣する救出部隊を待っていました。しかし平和維持軍は戦闘に巻き込まれることを恐れ、部隊の派遣を躊躇したのです。最終的に国連は、非武装の救援隊を送り込む決断を下し、私たちは白い四輪駆動車の車列で無事に郊外に退避することができました。軍ではなく非武装の車両による救援が功を奏したのです。

【NO.601】

南スーダンの首都ジュバ市内で起きた戦闘は、まさに日本のＰＫＯ部隊が駐留する都市での事例でした。しかし、国連平和維持軍が戦闘の場面に「駆け付ける」ことはありませんでした。武装した住民を含む多様な勢力が離合集散、時に「寝返り」を繰り返し、敵味方の識別も難しい紛争の現場において、果たして自衛隊が戦闘に巻き込まれず「駆け付け警護」をすることが現実に想定できるでしょうか。「武装勢力」と「銃を手にした住民」とをどう区別するのでしょうか。国連平和維持軍ですら、戦闘が行われている状況下での救出作戦には極めて慎重であるという現実を、日本政府は受け止めるべきです。

【NO.602】

集団的自衛権は、自国の平和と安全を維持し、その存立を全うするための必要最小限度の武力の行使として、許容されるとの考え方です。

【NO.603】

「必要最小限度」の集団的自衛権の行使という概念は、「正直な嘘つき」と同じ、言葉の矛盾です。集団的自衛権を行使して、自衛隊が、他国の軍隊と協力して敵国に実力行使をしている事態のなかで、「必要最小限度を超えた」という理由で日本が単独で戦争から「早期退出」できるというのは、非現実的極まりない。

【NO.604】

政治学者ダグラス・ラミスです。この件でごまかされているのが「必要最小限度の武力」という表現の使い方だ。「最小」という言葉は何か小さなもののような響きがある。しかし戦争における必要最小限度の武力とは、勝つために必要な武力のことである。鍵となる言葉は、「交戦権」。

【NO.604】

「交戦権」とは、殺人罪に問われることなく戦場で人を殺す権利のことだ。憲法９条は、日本国はこの権利を与えられていないと定めている。交戦権を持つ場合は、殺し、破壊する法的な権利を持ち、捕われた場合は戦争捕虜としての扱いを受ける権利を持つ。交戦権なしに武力行使した場合、犯罪者となる。

【NO.605】

「クーデター」と言われちゃうみたいな安保法制懇はどんな人たちで構成されているの？

【NO.606】

メンバー十四人が全員、集団的自衛権の行使容認、賛成派。外務省・防衛相・自衛隊ＯＢ、役所出身の委員が四人。六回の会合で反対意見は一度も出ていない。「集団的自衛権の行使をどうしたら国民に受け入れやすくなるのか」その理由付けに終始。「法的基盤の再構築」を掲げながら、法律の専門家もいない。ただ一人の憲法学者西修教授は「現行憲法も集団的自衛権は合憲」と主張する憲法学会の超少数派。

【NO.607】

構成員の偏りに対する安倍首相の答弁

【NO.608】

空疎な議論をする方は排除している。現実的な状況、国際情勢について、しっかり議論される方、知見を持った方々。

【NO.609】

都合のいい顔ぶれを集めて憲法解釈を変えたとしたら、自作自演じゃない。

【NO.610】

六月三十日、集団的自衛権行使容認の閣議決定が迫る中、反対する市民らが、東京・永田町の首相官邸前に集まった。

【NO.611】

解釈改憲、絶対反対！

【NO6.12】

集団的自衛権はいらない！

【NO.613】

官邸前の歩道は、集まった市民で身動きができないほどだった。

【NO.614】

日本各地でも同様のデモが行われた。

【NO.615】

市民らはプラカードやのぼりを手に、太鼓を打ち鳴らしながら抗議の意思を表明。

【NO.616】

憲法守れ！　憲法守れ！

【NO.617】

集団的自衛権反対！　集団的自衛権反対！

【NO.618】

与党だけで閣議決定するのは憲法の破壊行為だー！

【NO.619】

主催者発表、四万人。

【NO.620】

そう発表したのは「報道ステーション」。多くは一万人と発表。

【NO.621】

ＮＨＫはこの日のニュースで取り上げなかった。

【NO.622】

七月一日、朝からの官邸前のデモと市民の声。

【NO.623】

パブリック・コメントのほとんどが「反対」、世論調査でも六割以上の国民が反対する中、

【NO.624】

二〇〇四年七月一日午後、集団的自衛権の行使容認が、憲法解釈変更によって閣議決定。

【NO.627】

平和国家、国民としての歩みは今後も決して変わることはありません。

自衛隊員の皆さんは私の誇りであります。今後とも皆さんは国民を守るために活動していただけると信じております。確信しております。

【NO.631】

元自衛官。泥 憲和さん。

【NO.632】

私は元自衛官で、防空ミサイル部隊に所属していました。

いま私が反対している集団的自衛権とは、 売られた喧嘩に正当防衛で対抗するというものではないんです。 売られてもいない他人の喧嘩に、こっちから飛び込んでいこうというんです。縁もゆかりもない国に行って、恨みもない人たちを殺してこい、 安倍さんはこのように自衛官に言うわけです。 君たち自衛官も殺されて来いというのです。 自分は戦争に行かないくせに、なんでそんな汚れ仕事を自衛隊が引き受けなければならないんですか。 

他人の喧嘩を買いに行ったら、逆恨みされます。当然ですよ。だからアメリカと一緒に戦争した国は、かたっぱしからテロに遭ってるじゃないですか。みなさん、軍隊はテロを防げないんです。世界最強の米軍が、テロを防げないんですよ。自衛隊が海外の戦争に参加して、日本がテロに狙われたらどうしますか。自衛隊はテロから市民を守れないんです。
閣議決定で集団的自衛権を認めてもですよ、この国の主人公は内閣と違います。国民ですよ。憲法をねじ曲げる権限が、たかが内閣にあるはずないじゃないですか。

【NO.633】

内田樹です。「よその喧嘩を買って出る」。よほど戦争をしたい国しかそんな権利は行使しようと思わない。集団的自衛権は、米ソの東西冷戦構造の中で「製造」された概念だ。

米ソはそれぞれＮＡＴＯとワルシャワ条約機構という集団的自衛のための共同防衛体制を構築。だが同盟国内におきた武力紛争に介入するために、国連憲章上は「安全保障理事会による事前の許可」が必要とされる。米ソはもちろん安保理の常任理事国だから、相手側の軍事介入を拒否するに決まっている。そこで、安全保障理事会の許可がなくても共同防衛を行うための法的根拠として、集団的自衛権が国連憲章に明記されることになった。

【NO.634】

つまり集団的自衛権というのは、超大国が自分の支配圏内で起きた紛争に武力介入する権利ってこと？

【NO.635】

国際情勢解説者・田中宇（さかい）

【NO.636】

イラク戦争の決定的大失敗まで、集団的自衛権を行使できる欧州や中東の親米諸国は、米国に協力した方が国益になると考え、戦争行為につき合った。

【NO.636】

イラクでもアフガンでもベトナムでも、アメリカは失敗してるじゃない。

【NO.636】

米国に協力した諸国は米国に協力することに対して大きな疑念を抱き、へとへとになっている。日本は、そんな「あとの祭り」的状況の中、のこのこと「集団的自衛権できました」と、出ていこうとしている。 

【NO.637】

日本って国は、遅れてばっかし。後から来たんだから様子を見極めればいいはずなのに。

【NO.638】

高林敏之です。アフリカ国際関係史を研究しています。

集団的自衛権の行使は、事実として「米国と共に戦争すること」も可能になるが、それは全体像の一部に過ぎない。米軍との協力、日米安保の強化は、全体の中では僅かなウエートしか占めていない。安保法制懇報告書ではるかに多くの紙数が割かれているのは、「国連のＰＫＯおよび集団的安全保障措置への参加」だ。

【NO.639】

この報告書では、ソマリアやコンゴでのＰＫＯは、武装集団を軍事制圧する活動であるにもかかわらず、その種の「強化されたＰＫＯ」は「武力行使にあたらない」と大嘘をついている。また、これまでは多国籍軍への参加は武力行使にあたり自衛隊は参加できないという見解が採られていたが、それすらも取り外そうとしている。これは、国連安保理の常任理事国になるためには、安保理決議による武力強制行動に参加できることが要求されるからに他ならない。

【NO.640】

もうひとつ重要な特徴として、武装集団やテロリストとの戦闘に入る事例が多く想定されていることだ。しかも、これは「治安活動」にすぎず、「国際関係における武力行使」には当たらないという解釈が採られている。つまり、「米国とともに戦争する」のではなく、まさに「我が国の主体的判断」で、「地理的な限定を設けること」なく自衛隊を戦闘に参加させることを、この報告書は提言しているのだ。

【NO.641】

えー。それって、中国や北朝鮮とかって、日本周辺のことじゃなくて…、

【NO.642】

中東や、アフリカの、紛争地域で、日本の自衛隊が、主体的に武力行使するって…こと？

【NO.643】

ジブチの自衛隊基地のことを考えてみよう。五月二十四日、ジブチでテロ攻撃が発生した。ソマリアのイスラム聖戦主義武装勢力、アッシャバーブが、ソマリア沖の「海賊」対処作戦に参加する軍人らが出入りするレストランを攻撃した。欧州連合はじめ「海賊」対処法に参加しているのはほとんど日本の同盟国か緊密な関係にある国々だ。アッシャバーブがジブチを攻撃すれば、国連安保理決議の枠内で抗戦することも可能になる。

【NO.644】

この報告書は、「了解国の同意に基づいて、警察当局が行う治安維持活動」を容認している。となれば、ジブチ国内のテロリスト、あるいは反政府活動の制圧に自衛隊が協力する事態さえ起こりうる。この行動に米国の了解はいらない。日本政府の主体的判断でできる。

こうした事態こそが、空想ではない、現実可能性の高い、集団的自衛権の行使である。そして、安保法制懇のメンバーは、そこまで想定しているからこそ、「地理的制限なき集団的自衛権」を説いているのだ。

【スクリーン】

二〇一四年　ガザ

【NO.648】

六月三十日、イスラエルで行方不明になっていたユダヤ人の少年三人が、ヨルダン川西岸で遺体となって発見された。

【NO.649】

イスラエル軍は、ハマスの仕業としてガザへの空爆を始めた。

【NO.648】

「非戦を選ぶ演劇人の会」は、ラジ・スラーニさんからのメールを受け取る。

【NO.670】

昨日の夜、ほとんどすべてのガザの人々は眠れなかった。Ｆ16型戦闘機から、九百八十五キロもの爆弾がガザ中に落とされた。まったくバカげた、無意味な、二百万市民に対する、集団懲罰！

【NO.671】

なんだかザワザワします。まもなく集団的自衛権が閣議決定されようとしているとき、「あなたは戦争が始まるのを待っているのですか？」と問いかける非戦の会場に来て下さるはずだった方から、こんなメールを受け取るなんて…。

【NO.672】

七月二日、東エルサレムで十六歳のパレスチナ人の少年が誘拐、殺害。

【NO.673】

七月八日、パレスチナ。二十一時五十二分。攻撃にさらされているガザ。

六歳の息子が聞く。「パパ、カウレさん一家には何が起こったの？」

子どもや老人が屋根の上にいたところに、イスラエルが爆撃をして七人が犠牲になった家族だ。普通の市民の家が標的になっている！　武器などある筈もないのに！　夜中までにイスラエル空軍は人がまだ中にいる家を狙い、男三人、女二人、そして幼い娘一人の家族全員を殺害した。いまやイスラエル軍は集合住宅を標的にし始めている。

【NO.674】

七月九日、十八時三十九分

あちらでもこちらでも家族が犠牲になっている。殺された人のほとんどが女性や子ど

もたち。住宅街が破壊された。六十歳の男性、三十一歳のその息子、八十歳の女性、四十歳の女性と十三歳の息子！　バイクに乗った人、そしてちょうど今ベイトハヌーンの自宅にいた三人が爆撃によって殺された！！　たった二日で五百人以上が負傷。Ｆ-16戦闘機が空中を飛び回っている！！

【NO.675】

七月十日、パレスチナ・ガザ　

人生でこれほど生きた心地のしない体験をしたことはなかった。近所にイスラエルのアパッチヘリが飛んできて警告した。数分以内に、Ｆ-16戦闘機がこの地区を爆撃する。ニイスラエル空軍や海軍が民家、モスク、女性、子どもを標的に砲撃している。救急車、救急隊員、報道関係者までも標的にしている。気が狂っている。人道法、国際法ってどこに行ったの？　ジュネーブ条約ってなんのためにできたの？　国連と呼ばれている機関はどこにいるの？　国際社会、恥を知れ！　国連機関、恥を知れ！

【NO.676】

パレスチナ人ジャーナリスト、マジッド・アブサラマです。

日本が武器輸出三原則を廃し、米国と兵器の共同開発を行い、その兵器がイスラエルに渡るということは、私達パレスチナ人をとても混乱させるものです。

二ヶ月前、ガザとイスラエルの緩衝地帯でオリーブの木を植えるという平和的な抵抗運動がありました。その若者達に対し、イスラエル軍は発砲したのです。私も脚を負傷しましたが、その時に使われた弾丸は、アメリカで製造されたものでした。それと同じことを、日本もするのでしょうか？　

【NO.677】

ジャーナリストの志葉玲です。昨年、パレスチナ・ガザ地区を訪れたとき、ザイナブ・サムニさんに再会しました。彼女は、二〇〇九年、イスラエル軍によるガザ侵攻での集団虐殺事件「サムニ家の虐殺」の生存者です。

【NO.678】

ザイナブ・サムニ：イスラエル兵の投げ込んだ爆弾で、パパは首から上が吹き飛び、ママはお腹が裂け、内蔵を飛び出させて死んだわ…。」

【NO.679】

私が、日本が武器輸出三原則の例外としてＦ-35型戦闘機の共同開発に関わろうとしていることを話すと、ザイナブさんはこう訴えた。

【NO.680】

ザイナブ：アメリカやイスラエルに兵器を売らないで下さい。その兵器が私達を殺します！　日本の人々がいい人達だと、私は信じています。

【NO.681】

高遠菜穂子です。

現代の戦争は「対テロ戦争」。もしそこに同盟国アメリカと行くなら、敵は正規軍ではなく「武装勢力」になりますよね。たとえば、イラク。

「武装勢力」と呼ばれる彼らのほとんどが肉親などを残虐に殺された遺族であり、武器を持つ動機は深い絶望の中で抱え続けた憎悪です。残虐な行為に壊されたその心は想像を超える激しさがあります。戦闘でも米軍を追いつめるほどでした。私はそんな「武装勢力」に拘束されました。彼らは私たちが日本人であることを確認してから拉致したのです。武装した自衛隊を「人道復興支援」として送ったことに怒り狂っていたのです。「なだ！？　なぜ日本軍をイラクに送った？」「なぜアメリカの味方をする？！」アラビア語では、自衛隊にあたる言葉がないのです。

「対テロ戦争」を続けた結果、アメリカはどうなったでしょう？　イラクはどうなったでしょう？　若い命を失った分、世界は安全になったでしょうか？　「テロ」は減ったでしょうか？　日本が集団的自衛権を行使することになったら一体どんなことが起こりうるのでしょうか？　「平和の国ニッポン」というブランドイメージが私たちに安全をもたらしてくれていたのに、何年もイラク支援のＮＧＯは「日本からの支援」ということを表明できませんでした。表明すれば、現地スタッフが私たちの代わりに標的になってしまうからです。あれから何年もかけて、必死に必死に働き、やっとやっとイラクの人々からの信頼を回復することができました。なのに、もう一度それを失うのでしょうか？

【NO.682】

二〇〇四年四月十一日、日曜日。みんなまたリビングルームで寝ることになりました。

そこが家の中でいちばん安全だからです。それに七人の家族みんなで横になれるほど広い
部屋は他にありません。それぞれの寝床ができるだけ窓から離れるよう、でも窮屈にはな
らないように、ならべ方を工夫します。いまバグダードは穏やかです。ずっと爆発が続い
ているけど、それを気にしないなら、いつもより静かに思えるくらい。ほんとうは爆発の
音が聞こえてこないと、かえって不安になります。爆発が起こることはわかっている。あ
とはいつ起こるかです。爆発の音が聞こえてくるとホッとして、肩から力が抜ける。

そして、きょうはもうこれで終わるといいのにと思う。人質事件が繰り返されて、もうひ
どいことになっています。毎日のように誘拐事件が起きる。よその国の政府が国民に渡航
を控えるよう勧告する。イラクはそんな国のひとつになってしまいました。経済封鎖に苦
しんでいた長い年月にも、戦争のさなかにも、爆撃の中でさえも、イラクにいた外国人が
襲われることは決してありませんでした。日本が兵士を送り込んできたために、日本への
敵意が生まれました。

軍隊を送ろうと決定したとき、日本は「やつら」の仲間となったのです。

【NO.683】

ファルージャでは六百人ほどが殺されたと伝えられている。そのうち子どもが百二十人、
女性が二百人だったという。難民となった人たちが、ファルージャやその周辺からバグダ
ードへ流れてきます。その姿を見るのがとても辛い。女たちと子どもたちの顔には涙の跡
が残っている。救援物資を保管していた倉庫がアメリカの戦車に砲撃されました。辺りは
めちゃくちゃになっています。食べ物や薬から、包帯や毛布など、なにもかもが飛び散っ
ている。リバーベンドは燃えています。リバーべンド、それは大きな弧を描くように曲が
って流れるチグリス川に抱かれた都市、バグダードを意味する言葉です。
いつかきっと、お会いしましょう。弧を描き流れる河のほとり、あらゆる人間の心が
癒され、魂も蘇ると言われたこの街で。

【NO.684】

井上ひさし『子どもにつたえる日本国憲法』。はじめに。

【NO.685】

いまでは信じられないことですが、昭和二〇（一九四五）年の日本人男性の平均寿命は、たしか二三・九歳でした。戦地では兵士が戦って死ぬ（あとでわかったのですが、戦死者の三分の二が餓死でした）、内地では空襲で焼かれて死ぬ、病気になれば薬がないので助かる命が助からぬ、栄養不足の母親を持った幼児たちは栄養失調で死ぬ。そこで大勢が若死にしたのです。女性の平均寿命も、三七・五歳だったはずです。

【NO.686】

そんな時代ですから、私たち国民学校生徒も先生たちから、「きみたちも長くは生きられないだろう」と言い聞かされていました。「兵士となって戦地へ行くのか、防衛戦士として本土で戦うのか、それはわからないが、とにかく二十歳前後というのが、きみたちの寿命だ」。

【NO.687】

ところが、あの八月十五日を境に、なにもかも変わった。「きみたちは三〇、四〇まで生きていいのです」というのですから、頭の上から重石《おもし》がとれたようで、しばらく呆《ぼう》としていました。この状態を大人たちは「解放感」というコトバで言いあらわしておりましたが。

【NO.689】

その呆とした気持ちがシャンとなったのは、敗戦の翌年、日本国憲法が公布されたときです。「きみたちは長くは生きられない」と悲しそうにしていた先生が、こんどはとても朗らかな口調で「これから先の生きていく目安が、すべてこの百と三つの条文に書いてあります」とおっしゃった。とりわけ、日本はもう二度と戦争で自分の言い分を通すことはしないという覚悟に、体がふるえてきました。

【NO.690】

二度と武器では戦わない。これは途方もない生き方ではないか。勇気のいる生き方ではないか。日本刀をかざして敵陣へ斬り込むより、もっとずっと雄々しい生き方ではないか。度胸もいるし、智恵もいるし、とてもむずかしい生き方ではないか。

【NO.691】

そのころの私たちは、ほとんどの剣豪伝《けんごうでん》を諳《そら》んじていましたが、武芸の名人達人たちがいつもきまって山中に隠れたり政治を志したりする理由が、これでわかったと思いました。剣より強いものがあって、それは戦わずに生きること。このことを剣豪たちはその生涯の後半で知るが、いま、私たちはそれと同じ境地に立っている。なんて誇らしくて、いい気分だろう。

【NO.692】

この子どものときの誇らしくていい気分を、なんとかしていまの子どもたちにも分けてあげたいと思って、わたしはこの本を手がけました。

【NO.693】

井上ひさし『子どもにつたえる日本国憲法』。あとがき。

【NO.694】

この六〇年にわたって、私たちは目先のことに惑わされて、いろんなものを簡単に捨ててきました。日本にあるものはたいていつまらないものばかりだから捨ててしまってもかまわないという考え方は、日本にあるものはすべて尊いとする考え方と同じように、まちがいだと私は思います。捨ててよいものもあれば捨ててはいけないものもあって、後者の

代表が日本国憲法ではないでしょうか。これを捨てることは、世界の人たちから、希望をうばうことになりますから。
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